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ং　　　　จ

　三宅西遺跡は、大阪府の中ԝ෦、松原市の北ଆにҐஔする、縄໲時代から中世にかけてのෳ߹遺跡で

す。

　今ճの発掘調査は、都市計画道路大和川線外の建設に伴ͬて計画͞Εた今井戸川෇けସえ޻事ٴͼ、

औ水施設整備事ۀに伴う΋のです。

　遺跡ൣғの南୺෦にあたる今ճの発掘調査では、建物を構成する柱穴を確認したほか、中世～近世の

。水路を検出し、ͦの成立年代を考える上で、重要な遺物を確認することができ·したװج

　ຊ遺跡は、2004 年度からܧ続తに実施して·いり·した都市計画道路大和川線の建設に伴う発掘調

査にΑͬてॳΊてຊ֨తな発掘調査σータがಘらΕた遺跡で΋あり、ैདྷ໌らかでなかͬた周辺域の༷

૬をӐい知る上で΋ۃΊて重要な΋のとなͬており·す。

　౰遺跡の西ଆにྡ接する஑಺遺跡では、遺跡ൣғを南北に௨る都市計画道路の建設޻事に伴う発掘調

査΋実施͞Εており、こΕらの成果が周辺地域の૯߹తなྺ࢙のղ໌にد༩することを੾にئい·す。

、所ۀして、大阪府෋ాྛ土໦事຿所ならͼに大阪府෋ాྛ土໦事຿所松原建設事ࡍ後に、調査に࠷　

城連ࣉ地区࣏ࣗձ、大阪府ڭҭҕһձ、松原市ڭҭҕһձをはじΊとする、関܎者のํʑの͝ࢦಋ、͝

をྗڠにҰ૚の͝ཧղと͝ۀਃし上͛るとと΋に、今後と΋౰センターの埋蔵文化財調査事ँײにྗڠ

おئいする次第であり·す。

　　ฏ成 22 年 7 月

財団法人 　大阪府文化財センター

ཧ  事  ௕　水 　໺ 　正 　޷





ݴ　　　ྫ

１ɽຊ書は、都市計画道路　大和川線外　建設ٴͼ、都市計画道路　大和川線　今井戸川औ水施設　整

　備޻事に伴う三宅西遺跡の発掘調査報告書である。

２ɽ調査は大阪府෋ాྛ土໦事຿所のҕୗをडけ、大阪府ڭҭҕһձのࢦಋの΋と、財団法人大阪府文

　化財センターが実施した。

３ɽ発掘調査・遺物整ཧに関Θるडୗܖ約期間おΑͼ調査ମ੍についてはҎԼのとおりである。

ɹ〔ൃ۷ௐࠪ〕

ɹ〔ࡾ୐੢Ҩ੻ �� ʵ �ɹൃ۷ௐࠪ〕

　　डୗܖ約名　　都市計画道路　大和川線外　஑಺遺跡（ͦの３）・三宅西遺跡（ͦの２）発掘調査

ҕୗ

　　डୗܖ約期間　ฏ成 20 年̔月１日～ฏ成 22 年３月 31 日

　　調査ମ੍

　　　〔ฏ੒ �� ೥౓〕

ɹɹɹɹɹ調査෦௕　੺໦ࢹࠀ

ɹɹɹɹɹ調査՝௕　ా中和߂

　　　　　南෦調査事຿所所௕　大໺　܆

　　　　　調査第Ұ܎܎௕　中村३ү

　　　　　ٕ師　正岡大実

ɹɹɹ〔ฏ੒ �� ೥౓〕

　　　　　調査෦௕݉調査՝௕　෱ాӳ人

　　　　　調整άϧーϓ௕　ۚޫ正༟

　　　　　調整άϧーϓ南෦૯ׅ主査　森屋美佐子

　　　　　ٕ師　正岡大実

ɹ〔ࡾ୐੢Ҩ੻ྡ઀஍ �� ʔ �ʢࡾʹޙ୐੢Ҩ੻ �� ʵ � ͱվশʣɹൃ۷ௐࠪ〕

　　डୗܖ約名　　都市計画道路　大和川線　今井戸川औ水施設整備޻事に伴う

　　　　　　　　　三宅西遺跡ྡ接地確認調査ҕୗ

　　डୗܖ約期間　ฏ成 21 年̓月１日～ฏ成 21 年̕月 30 日

　　調査ମ੍　　　調査෦௕݉調査՝௕　෱ాӳ人

　　　　　　　　　調整άϧーϓ௕　ۚޫ正༟

　　　　　　　　　調整άϧーϓ南෦૯ׅ主査　森屋美佐子

　　　　　　　　　ٕ師　正岡大実

ɹ〔Ҩ෺੔ཧ〕

ɹ〔ࡾ୐੢Ҩ੻ �� ʵ �ɹҨ෺੔ཧ〕

　　डୗܖ約名　　都市計画道路　大和川線外　஑಺遺跡（ͦの３）・三宅西遺跡（ͦの２）発掘調査

ҕୗ

　　डୗܖ約期間　ฏ成 20 年̔月１日～ฏ成 22 年３月 31 日



　　調査ମ੍　　　

　　　　ʤฏ成 20 年度ʥ

　　　　　調査෦௕　੺໦ࢹࠀ

　　　　　調査՝௕　ా中和߂

　　　　　南෦調査事຿所所௕　大໺　܆

　　　　　調査第Ұ܎܎௕　中村३ү

　　　　　ٕ師　正岡大実

　　　〔ฏ੒ �� ೥౓〕

　　　　　調査෦௕݉調査՝௕　෱ాӳ人

　　　　　調整άϧーϓ௕　ۚޫ正༟

　　　　　調整άϧーϓ南෦૯ׅ主査　森屋美佐子

　　　　　ٕ師　正岡大実

ɹ〔ࡾ୐੢Ҩ੻ �� ʵ �ɹҨ෺੔ཧ〕

　　डୗܖ約名　　都市計画道路　大和川線外　三宅西遺跡（ͦの 2 ）調査ҕୗ

　　डୗܖ約期間　ฏ成 22 年̐月１日～ฏ成 22 年̓月 30 日

　　調査ମ੍　　　調査෦௕݉調査՝௕　෱ాӳ人

　　　　　　　　　調整άϧーϓ௕　ߐӜ　༸

　　　　　　　　　調整άϧーϓ主װ　岡ຊໜ࢙

　　　　　　　　　調査άϧーϓ௕　岡戸　఩紀

　　　　　　　　　調査άϧーϓ南෦૯ׅ主査　森屋美佐子

̐ɽຊ書で༻いたݱ地ࣸਅは調査୲౰者がࡱӨした。·た、遺物ࣸਅのࡱӨに関しては、ඇৗۈ৬һ　

。をಘたྗڠ・ݴが୲౰した。発掘調査・遺物整ཧにあたͬては、ਵ時౰財団৬һのॿࢤ޹ᜌٱ　

５ɽ調査にあたͬては、ҎԼのॾ機関・ॾࢯΑりࣔ͝ڭ͝・ྗڠをಘた。記してँײのҙをදしたい。

（শུ・ॱෆ同ܟ）　

　　大阪府෋ాྛ土໦事຿所・大阪府෋ాྛ土໦事຿所松原建設事ۀ所・松原市ڭҭҕһձ・大阪府ڭ

　ҭҕһձ・阪神高速道路城連ࣉ地区ରٞڠࡦձ・岡ຊ෢࢘・ࣳా和໵・ࢁ上　߂

̒ɽຊ書のࣥච・編集は、森屋・正岡が୲౰した。

̓ɽຊ調査に関Θる出土遺物・実ଌਤ・ࣸਅ・ΧϥーεϥΠド・σδタϧσータ౳は財団法人大阪府文

　化財センターにおいてอ؅している。޿く׆༻͞Εることをر๬する。



ຌ　　　ྫ

１ɽ水४については、す΂て東ژ࿷ฏۉւ水Ґ（5.1.）ʴ஋を࢖༻している。ຊ文の記ड़では、特にஅ

りのないݶりʮ5.1. ʴʯの記ࡌをলུしている。

２ɽ調査にあたͬては、ࠃ土࠲ඪ࣠（࢖༻ଌ地ܥʮ世քଌ地ܥ 2000ʯ）第ᶜ࠲ඪܥをج४にしている。

·た、遺構ਤに記ࡌした࠲ඪ஋は̼でදࣔしている。

３ɽຊ書にࡌܝした遺構ਤに෇͞ΕたํҐは、す΂てࠃ土࠲ඪにͮجく࠲ඪ北をࣔしている。なお、࠲

ඪ北をج४とした৔߹、遺跡周辺の磁北は̣̒°27′̬に、ਅ北は̣̌°13′̚にภҐしている。

̐ɽ発掘調査おΑͼ遺物整ཧについては、 （h財）大阪府文化財センター　遺跡調査جຊϚχϡΞϧʲ࢑

ఆ൛ʳ （ɦ2003）の಺༰に४ڌして行ͬた。ͦのৄࡉについては第ᶙষに記ड़している。

５ɽຊ書で༻いた土৭は、小ࢁ正஧・竹原ल༤編（೶ྛ水産ল೶ྛ水産ٕज़ձٞ事຿؂ہम・財団法人

日ຊ৭ڀݚ࠼所৭ථ؂म）のʰ৽൛　ඪ४土৭஽ʱ2006 年൛をج४としている。

̒ɽ遺構名は、遺構の種ྨに関܎なく、֤調査時の検出ॱに෇༩した 1 からの連番号に遺構の種ྨを

෇して、ʮ10 土坑ʯのΑうにද記している。·た、掘立柱建物やྻߌなͲ、ෳ数の遺構から構成

͞Εる遺構については、ʮ掘立柱建物 1 ʯのΑうに遺構番号と遺構の種ྨをٯస͞せてදࣔして

いる。

̓ɽຊ文中で記ࡌするجຊతな地૚については、طԟの成果（大文セ 2009）に४じて೺Ѳしており、

この૚४名の๯಄にʮ第ʯを෇してݸ別遺構の૚名と区別している。す΂ての૚४名が同Ұの૚४

をඞͣし΋ࣔ͞ない৔߹΋あることから、調査区ຖに地૚のུ֓を記した。

　　　遺構面については、அ面࡯؍にΑͬて遺構・遺物のଘ在が༧૝͞Εた土৕化૚をج४に上からॱ

に第１面・第２面ʜとݺশした。

̔ɽ֤種遺構・遺物の記ड़にあたͬては、規模౳の数஋について、遺構が̼ද記、遺物がᶲද記をج४

としている。なお、遺構の数஋については、小数఺第３ҐҎԼをޒࣺ࢛ೖし、࠷小で小数఺第 2

Ґのᶲ୯Ґ·でのද記としている。遺物の数஋については、小数఺第２ҐҎԼをޒࣺ࢛ೖし、࠷小

で小数఺第１Ґのᶱ୯Ґ·でのද記としている。

̕ɽ遺物番号は௨し番号で෇༩しており、ࣸਅに関してはૠਤ番号と同Ұの番号を記ࡌしている。

10ɽຊ書にࡌܝした遺物実ଌਤのॖईは、̐෼の１をجຊにしている。

　　なお、遺物ࣸਅのॖईは೚ҙである。

11ɽجຊతな遺物の年代؍౳は、Լ記の文ݙをࢀ考に༻いた。

編ᶗʱ　໦ࣖࣾـ森岡ल人編　1989　ʰ弥生土器の༷ࣜと編年　近・܆　୔ࣉ　　

　　ా辺ত三　1981　ʰ須恵器大成ʱ　֯川書ళ

　　古代の土器ڀݚձ編　1992　ʰ古代の土器１　都城の土器集成ᶗʱ　古代の土器ڀݚձ

　　古代の土器ڀݚձ編　1993　ʰ古代の土器２　都城の土器集成Ⅱʱ　古代の土器ڀݚձ

　　古代の土器ڀݚձ編　1994　ʰ古代の土器３　都城の土器集成ᶙʱ　古代の土器ڀݚձ

　　佐౻　ོ　1992　ʮฏ҆時代における௕原遺跡のಈ޲ʯʰ௕原遺跡発掘調査報告ᶛ 　ɦ

　　　　　　　　　　（財）大阪市文化財ڠձ

　　中世土器ڀݚձ編　1995　ʰ֓આ　中世の土器・陶磁器ʱ　ਅཅࣾ
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໨　　　　　次

第ᶗষ　調査にࢸる経緯と経ա

　第 １ અ　調査にࢸる経緯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　第 ２ અ　発掘調査・整ཧ作ۀの経ա　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

第Ⅱষ　Ґஔと؀境

　第 1 અ　遺跡のҐஔと地ཧత؀境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

　第 2 અ　ྺ࢙త؀境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̐

第ᶙষ　調査のํ法

　第 １ અ　ݱ地調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̓

　第 ２ અ　整ཧ作ۀ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̓

第ᶚষ　09 － ２ 調査の成果

　第 １ અ　 3 ～ 5 区の調査成果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̕

　　 １ ɽجຊ૚ং　　　　　 ２ ɽ第 １ 面　　　　　 ３ ɽ第 ２ 面　　　　　 ̐ ɽ第 ３ 面　　　　　

　　 ５ ɽ第 ̐ 面　　　　　　̒ ɽ第 ５ 面　　　　　 ̓ ɽ小݁　

　第 ２ અ　 1 区の調査成果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16

　　 １ ɽجຊ૚ং　　 　　　 ２ ɽ第 １ 面　　　　　 ３ ɽ小݁

　第 ３ અ　 ２ 区の調査成果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18

　　 １ ɽجຊ૚ং　　　　 　 ２ ɽ第 １ 面　　　　　 ３ ɽ第 ２ 面　　　　　 ̐ ɽ第 ３ 面　

       ５ ɽ小݁

第ᶛষ　૯ׅ

　第 １ અ　遺跡の構଄มભ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 28
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ɹ報告書ঞ࿥



ૠ　ਤ　໨　࣍

ਤ 1 　遺跡Ґஔਤ

ਤ 2 　三宅西遺跡　調査地Ґஔਤ

ਤ 3 　三宅西遺跡周辺の地؀ܗ境

ਤ 4 　三宅西遺跡周辺の遺跡෼෍ਤ

ਤ 5 　三宅西遺跡周辺の৚ཬ地ׂਤ

ਤ 6 　調査区の഑ஔと地区ׂ

ਤ 7 　 3 ・ 4 区　東น面　அ面ਤ

ਤ 8 　 3 ～ 5 区　֤面　ฏ面ਤ

ਤ 9 　 3 ～ 5 区　第 2 面　 3 流路　出土遺物

ਤ10　 3 ～ 5 区　第 1 ～ 5 面　֤遺構　அ面ਤ

　　　出土遺物

ਤ11　 3 ～ 5 区　第 2 面　15溝　 5 土坑

　       出土遺物

ਤ12　 3 ～ 5 区　֤૚　出土遺物

ਤ13　 1 区　東西அ面ਤ・第 1 面　ฏ面ਤ

ਤ14　 1 区　第 1 面　24水路　出土遺物

ਤ15　 2 区　北น　அ面ਤ・֤面　ฏ面ਤ

ਤ16　 2 区　第 1 面　֤遺構　அ面ਤ

ਤ17　 2 区　第 1 ・ 2 面　֤遺構　出土遺物

ਤ18　 2 区　第 2 面　 117 土坑　ฏ・அ面ਤ

　       出土遺物

ਤ19　 2 区　第 2 面　 110 溝　ฏ・அ面ਤ

　　　出土遺物

ਤ20　 2 区　第 2 面　掘立柱建物 1 　ฏ・அ面ਤ

ਤ21　 2 区　第 2 面　֤遺構　அ面ਤ

ਤ22　 2 区　第 3 面　֤遺構　அ面ਤ

ਤ23　 2 区　第 2 ～ 3 ૚　出土遺物

ਤ24　中世～近世の三宅西遺跡（第 3 ૚Լ面）

ਤ25　弥生時代～古代の三宅西遺跡

　       （第 7 ૚Լ面）

ਤ26　縄文時代の三宅西遺跡（第 9 ૚上面）

ࣸ　ਅ　ਤ　൛　໨　࣍

ਤ൛ 1 　 3 ～ 5 区　遺構

　 1 ɽ 3 区　جຊ૚ং

　 2 ɽ 4 区　جຊ૚ং

　 3 ɽ 5 区　جຊ૚ং

ਤ൛ 2 　 3 ～ 5 区　遺構

　 1 ɽ 3 区　第 1 面　શܠ

　 2 ɽ 4 区　第 1 面　શܠ

ਤ൛ 3 　 3 ～ 5 区　遺構

　 1 ɽ 3 区　第 1 面　 1 土坑　அ面

　 2 ɽ 5 区　第 1 面　23水路

　 3 ɽ 5 区　第 1 面　23水路　அ面

ਤ൛ 4 　 3 ～ 5 区　遺構

　 1 ɽ 3 区　第 2 面　શܠ

　 2 ɽ 4 区　第 2 面　શܠ

ਤ൛ 5 　 3 ～ 5 区　遺構

　 1 ɽ 3 区　第 2 面　 3 流路　அ面

　 2 ɽ 3 区　第 2 面　 3 流路　遺物検出ঢ়گ

　 3 ɽ 3 区　第 2 面　 3 流路　遺物検出ঢ়گ

　 4 ɽ 4 区　第 2 面　15溝　அ面

　 5 ɽ 3 区　第 2 面　 5 土坑　அ面

　 6 ɽ 3 区　第 2 面　 5 土坑　遺物検出ঢ়گ

　 7 ɽ 3 区　第 2 面　 4 土坑

　 8 ɽ 3 区　第 2 面　 4 土坑　அ面

ਤ൛ 6 　 3 ～ 5 区　遺構

　 1 ɽ 3 区　第 3 面　શܠ

　 2 ɽ 4 区　第 3 面　શܠ

　 3 ɽ 3 区　第 3 面　 7 溝

ਤ൛ 7 　 3 ～ 5 区　遺構

　 1 ɽ 3 区　第 4 面　શܠ

　 2 ɽ 4 区　第 4 面　શܠ

ਤ൛ 8 　 3 ～ 5 区　遺構

　１ɽ 4 区　第 4 面　17土坑　அ面



　２ɽ３区　第̐面　13土坑　அ面

　３ɽ３区　第５面　10溝　அ面

ਤ൛̕　１区　遺構

　１ɽ第１面　શܠ

　２ɽجຊ૚ং

ਤ൛10　２区　遺構

　１ɽ西ଆ　جຊ૚ং

　２ɽ中ԝ෦　جຊ૚ং

　３ɽ東ଆ　جຊ૚ং

ਤ൛11　２区　遺構

　１ɽ西൒෦　第１面　શܠ

　２ɽ東൒෦　第１面　શܠ

ਤ൛12　２区　遺構

　１ɽ第１面　 101 落ち込み　அ面

　２ɽ第１面　69井戸　அ面

　３ɽ第１面　42土坑　அ面

　̐ɽ第１面　48土坑　அ面

　５ɽ第１面　51土坑　அ面

　̒ɽ第１面　49土坑　அ面

　̓ɽ第１面　43土坑　அ面

　̔ɽ第１面　84土坑　அ面

ਤ൛13　２区　遺構

　１ɽ西൒෦　第２面　શܠ

　２ɽ東൒෦　第２面　શܠ

ਤ൛14　２区　遺構

　１ɽ第２面　掘立柱建物１

　２ɽ掘立柱建物１　 118 柱穴　அ面

　３ɽ掘立柱建物１　 119 柱穴　அ面

　̐ɽ掘立柱建物１　 120 柱穴　அ面

　５ɽ掘立柱建物１　 121 柱穴　அ面

ਤ൛15　２区　遺構

　１ɽ第１・２面　 100 溝　அ面

　２ɽ第１・２面　 100 溝　遺物検出ঢ়گ

　３ɽ第２面　 110 溝　அ面

　̐ɽ第２面　 110 溝　遺物検出ঢ়گ

　５ɽ第２面　 108 溝　அ面

　̒ɽ第２面　 109 溝　அ面

　̓ɽ第２面　 102 溝　அ面

　̔ɽ第２面　 106 溝　அ面

ਤ൛16　２区　遺構

　１ɽ第２面　 117 土坑　அ面

　２ɽ第２面　 117 土坑　遺物検出ঢ়گ

　３ɽ第２面　 104 落ち込み　அ面

ਤ൛17　２区　遺構

　１ɽ西൒෦　第３面　શܠ

　２ɽ東൒෦　第３面　શܠ

ਤ൛18　２区　遺構

　１ɽ第３面　 139 流路　அ面

　２ɽ第３面　 141 流路　அ面

　３ɽ第３面　 142 流路　அ面

ਤ൛19　遺物

　 3 ～ 5 区　第 2 面　 3 流路　出土遺物

ਤ൛20　遺物

　 3 ～ 5 区　第 2 面　 3 流路

　 　 　 　 第 3 面　 7 溝出土遺物

　 2 区　第 1 ・ 2 面　99・ 100 溝　出土遺物

ਤ൛21　遺物

　 2 区　第 1 ・ 2 面　 100 溝　出土遺物

　 2 区　第 2 面　 110 溝　出土遺物

　 2 区　第 2 ～ 3 ૚　出土遺物
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ୈᶗষ　ௐࠪʹࢸΔܦҢͱܦա

ୈ�અ　ௐࠪʹࢸΔܦҢ

　大阪南෦地域では、طଘのװ線道路、特に東西ํ޲の道路のࠞࡶが著しく、ԁ׈なަ௨の確อが೉し

くなͬており、今後のߋなるަ௨ྔの૿大や都市ݍの޿域化を考えた৔߹、こΕにରԠできる道路の整

備がۃΊて重要になͬている。·た、都৺෦を走る阪神高速道路 1 号؀ঢ়線のࠞࡶはຫੑతな΋のとな

り、Ԋ道؀境΁のӨڹがݒ೦͞Εている。こΕらの໰୊をղܾする΂く、ࣗಈंަ௨の流Εをൈຊతに

มֵし、都৺෦のຫੑతなौ଺やԊ道؀境のѱ化౳を大෯に؇和する、৽たな؀ঢ়道路の整備として、

大阪府道高速大和川線（ҎԼ、大和川線）が計画͞Εた。この都市計画道路の建設計画はେࡕ෎෋ాྛ

౔໦ࣄ຿ॴদݐݪઃۀࣄॴにΑͬͯܭըさΕ、計画路線಺に周知の遺跡である三宅西遺跡や஑಺遺跡、

大和川今஑遺跡なͲが所在していることから、ٞڠͷ݁Ռɺຊ事ۀに関Θる埋蔵文化財の発掘調査につ

いては、大阪府ڭҭҕһձ文化財อޢ՝のࢦಋのԼ、（財）大阪府文化財センターが実施することとなͬ

た。ٞڠの಺༰やٞڠにͮجくطԟの調査の経緯・経աについては、ץطͷؔ࿈ൃ۷ௐࠪใࠂॻにৄࡉ

ΛهしͯいΔʢେจη����ɾ����ʣɻ

ɹຊ書に所収した埋蔵文化財の発掘調査は、道路建設に関連する෇ଳ޻事として、主に三宅西遺跡のൣ

ғ಺で計画͞Εた、今井戸川の෇けସえ޻事ٴͼ、औ水施設の整備事ۀに伴う΋のである。

ୈ�અ　ൃ۷ௐࠪɾ੔ཧۀ࡞ͷܦա

　発掘調査は、大きく 4 地఺がର৅である。こΕらのର৅区域については、大阪府෋ాྛ土໦事຿所か

ら発஫͞Εたॱ番にしたがͬて、ͦΕͧΕ三宅西08－ 1 調査・三宅西09－ 1 調査・三宅西ྡ接地09－ 1

0 2㎞（1：50000）

Matsubara
City

図1　遺੻Ґஔ図
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確認調査（遺跡ൣғの֦大に伴い、09－ 2 調査に収Ꮡ）・三宅西09－ 2 調査と調査名শを෇༩し、調査

を実施した。

　このうち、08－ 1 調査と09－ 1 調査の成果については、طにฏ成21年度にץ行した஑಺遺跡の発掘調

査報告書（大文セ2010）に෇編としてࡌܝしているたΊ、ຊ書は後 2 者の三宅西09－ 2 調査の成果につ

いて報告する΋のである。ҎԼ、09－ 2 調査の経緯と経աをड़΂る。

　09－ 2 調査は、શ෦で 5 つの調査区に෼ׂして調査を実施した。 1 ・ 3 ～ 5 区は東ଆ、 2 区は西ଆに

Ґஔしている（ਤ 2 ・ 6 ）。このうち、 3 ～ 5 区は、౰ॳ遺跡ൣғ外であͬたྡ接地区について、確認

調査を実施した΋のであり、確認調査の݁果、遺構・遺物の෼෍が認ΊらΕたことから、遺跡ൣғにؚ

·Εることとなͬた。確認調査は、調査番号を三宅西ྡ接地09－ 1 とし、調査を実施した北ଆからॱに

09－ 1 － 1 ・ 2 ・ 3 区とࢬ番号を෇༩することでこΕを区別した。ͦの後、遺跡ൣғの֦大がਤらΕた

ことで、三宅西遺跡09－ 2 － 3 ・ 4 ・ 5 区として番号を෇༩しなおしている。

　֤調査区の調査面積は、 3 ～ 5 区が 340 ㎡、 1 区が 105 ㎡、 2 区が 702 ㎡をଌる（ਤ 2 ・ 6 ）。

　ͦΕͧΕの事ۀに要した調査期間は、 3 ～ 5 区がฏ成21年 7 月15日～ 8 月25日・ 9 月 2 日・11日、 1

区がฏ成21年10月 9 日～23日、 2 区がฏ成22年 1 月13日～ 3 月 1 日である。

　Ҏ上の発掘調査では、コンςφにࢉ׵して約 7 ശにٴͿ遺物が出土し、ͦΕͧΕの発掘調査がऴྃし

たஈ֊で南෦調査事຿所にて報告書作成に޲けた出土遺物の整ཧ作ۀを行ͬた。

　ຊ事ۀでは、ݱ地で作成した遺構ਤ面の整ཧ・τϨーε、特௃తな遺物のந出・接߹・෮ݩฒͼに実

ଌ・τϨーεを行い、ͦΕͧΕの൛Լを作成したほか、遺物のࣸਅࡱӨと、遺構・遺物ࣸਅਤ൛൛Լの

作成、֤台ாྨの作成・整備と遺物の収ೲを実施し、ฏ成22年 7 月30日にຊ報告書のץ行を΋ͬてす΂

てをྃ׬した。

08-1調査 07-1調査

09-1調査

09-2-2区

09-2調査
09-2-3～5区

09-2-1区

04-1・04-2・04-3調査

三 宅 西 遺 跡

0 200ｍ（1：5000）

図２　ࡾ୐੢遺੻　ௐࠪ஍Ґஔ図
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ୈᶘষ　Ґஔͱڥ؀

　ຊষでは、三宅西遺跡に関連する地ཧత؀境とྺ࢙త؀境の֓要をड़΂る。なお、ຊ書に関連する事

報告書であるʰ三宅西遺跡ʱʤ（財）大阪府文化財センター2009ʥ第ץطのۀ 1 ෼࡭第 2 ষにおいて、ຊ

遺跡の東ଆにల։するӝഁ台地周辺の古؀境と地質の֓要ٴͼ文ݙ上にදΕるʮ三宅ʯ地名についての

文ݙ上の記࿥౳は、ͦのৄड़͞Εていることから、ここでは、遺跡の֓要を記すにあたり、࠷௿ݶඞ要

と考えらΕる事項のみを記ड़することとする。

ୈ�અ　Ҩ੻ͷҐஔͱ஍ཧతڥ؀

　三宅西遺跡の所在する松原市は、大阪府のほぼ中ԝ෦にҐஔする。市域の͞޿は約16.7 ὕで、人ޱ約

12ສ 5 ઍ人（ฏ成20年 5 月ਪ計）の都市である。市域の北ଆを大和川が東西ํ޲に流Εており、川をは

͞Μͩ北ଆは大阪市東ॅ٢区・ฏ໺区、東ଆから南ଆにかけては、堺市北区・美原区、西ଆはീඌ市・

౻井ࣉ市・ӋӪ໺市と接する。

　三宅西遺跡は、松原市三宅西 7 丁໨を中৺に޿がる縄文時代から中世にかけてのෳ߹遺跡で、ͦのൣ

ғは東西 750 ̼、南北 400 ̼にٴͿ。

解　　析　　谷中位段丘

谷底平野

溜　　池

低位段丘

自然堤防

人工水路

沖積段丘

氾  濫  原

古　　墳

旧河道（長期的）
旧河道（一時的）

0 4000m（1：8000）

大　和　川

東
　
除
　
川

西
　
除
　
川

調査地調査地

図３　ࡾ୐੢遺੻पลͷ஍ڥ؀ܗʤ日Լ1981をݩに作成、Ұ෦վมʥ
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　஑಺遺跡と三宅西遺跡は、日Լխٛࢯの෼ྨ（日Լ1981）にΑると、調査区の西ํを南北ํ޲に流Ε

ていた西আ川の൙ཞ原にҐஔする。今ճの発掘調査ର৅となͬた三宅西遺跡の東ଆには、ݱ在の三宅集

落がల։しており、ೆから๺΁ԆͼΔՏ಺୆஍্にཱ஍しͯいΔɻͦͷՏ಺୆஍͸ݱେ࿨઒Ҏ๺Ͱ͸ӝ

ഁ୆஍ͱݺばΕΔɻ遺跡の東୺෦は、ちΐうͲ西আ川の൙ཞ原とԭ積ஈٰの境ք෦෼となるが、ݱ地ද

面では໌確なஈࠩは認ΊらΕない。このՏ಺・ӝഁ台地は、࠷ऴණ期にʮ古ఱ໺川ʯにΑͬてܗ成͞Ε

たઔঢ়地がͦΕࣗ਎のਁ৯でஈٰ化した΋のと考えらΕており、主として中Ґஈٰ面で構成͞Εる。中

Ґஈٰ面は南から北に޲かͬて؇やかに௿くなり、ݱ大和川の北ଆ෦෼でԭ積ฏ໺の地Լに埋຅する。

　 ࢁڱΊͯɺࢭ੒さΕͨ୩ఈฏ໺Λԃきܗఱ໺઒ʯͷ։ੳにΑΓݹにɺʮࠒॳ಄ل൒から�ੈޙلੈ�

஑͕଄らΕͨɻこのࢁڱ஑からの主たる流路が東আ川と西আ川である。ຊ遺跡の立地する൙ཞ原のܗ成

に大きくӨڹをٴぼしたと考えらΕるچ西আ川は、18世紀ॳ಄に大和川が෇けସえらΕ、ݱ在の流路に

なる·で、ࢁڱ஑から北流し、ฏ໺川と߹流した後にఱຬ川と߹Θ͞り、大阪࿷に஫͗こΜでいた。

　Ҏ上のΑうな地؀ܗ境のԼ、度重なる地૚のྥ重にΑͬて、三宅西遺跡はܗ成͞Εてきた。

ୈ �અ　ྺ࢙తڥ؀

　松原市域は、古くはՏ಺ࠃにଐしており、ͦの中で୮ൺ܊とশ͞Εた地域にあたる。୮ൺ܊は後に三

෼ׂ͞Ε、ͦのうちの୮北܊にଐすることになる。こうしたഎܠのԼ、ຊ遺跡が立地するՏ಺ฏ໺南෦

には、ଟ数の遺跡が෼෍しており、ͦのうちのいくつかについては、ܧ続తな発掘調査が実施͞Ε、重

要な成果がڍがͬている΋の΋ある。ຊઅでは、こΕらの周辺遺跡のಈ޲を֓؍しておく。

　三宅西遺跡の西ଆには、஑಺遺跡、北西ଆに城連ࣉ東遺跡、城連ࣉ遺跡、南ଆにఱ美南遺跡、ఱ美東

1 丁໨遺跡、ా஑Լ遺跡、三宅西 4 丁໨遺跡、東ଆに三宅遺跡なͲがྡ接する。·た、北ଆには大阪市

域にӝഁ遺跡が޿がͬている。たͩし、古墳時代～中世の遺跡と͞Εる城連ࣉ東遺跡や弥生時代～中世

の城連ࣉ遺跡、弥生～古墳時代のఱ美南遺跡、中世のఱ美東 1 丁໨遺跡、古墳～中世のా஑Լ遺跡、弥

生時代の三宅西 4 丁໨遺跡の実ମは、発掘調査なͲが行ΘΕておらͣ、実ଶはほとΜͲෆ໌である。

　台地上にҐஔする三宅遺跡は、ݱ在の集落಺であることからຊ֨తな調査が行ΘΕていないが、小規

模な発掘調査にΑり、弥生時代の流路や古墳時代の溝、ฏ҆時代や中世の掘立柱建物なͲを検出し、遺

物΋出土している。

　この地域で࠷΋著名で、調査ྫがଟく実ମがൺֱతはͬきりしている遺跡としては、ຊ事ۀに関Θͬ

て調査を実施した஑಺・三宅西遺跡のほか、西ํにҐஔする大和川今஑遺跡と北に޿がるӝഁ遺跡がڍ

͛らΕる。࠷近の調査ྫ΋ଟく、こΕらのطԟの調査成果を֓؍することで、この地域の༷૬をあるఔ

度೺Ѳすることができる。

　大和川今஑遺跡は、Լ水ॲཧ৔建設に伴う発掘調査や高規֨అ๷に関連する調査が数次にΘたͬて行

ΘΕΕ、·た、今ճの調査ର৅となͬている大和川線の路線಺について΋調査が実施͞Ε、伴にଟくの

成果がڍがͬている。この遺跡では、چੴ器時代のφΠϑܗੴ器に࢝·り、縄文時代の༗ઉઑ಄器やੴ

器、古墳時代のྨۄやؖࣜܥ土器・土師器・須恵器、中世の遺物なͲが出土している。遺構では、古墳

時代の୦穴ॅډや掘立柱建物おΑͼ古墳、古代～中世の掘立柱建物や井戸・溝なͲが検出͞Εているほ

か、古代の׭道であるʮ೉೾大道ʯのҰ෦΋みつかͬている。

　Ұํ、北にҐஔするӝഁ遺跡は、چੴ器時代から近世にかけてのෳ߹遺跡で、東西 0.7 ᶳ、南北 0.6

ᶳにٴͿൣғを༗する。چ大和川流域にల։するՏ಺ฏ໺遺跡܈の南西୺にあたり、東には௕原遺跡が
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ྡ接する。ӝഁ遺跡はݱ在、地ܗの特௃と遺構の෼෍にΑり、西・東北・東南の 3 地区に区෼͞Εてい

る。ত和 4（1939）年、ӝഁྶԂ建設に伴ͬて出土した弥生土器が৽ฉでऔり上͛らΕたのをܖ機に、ཌ

年にはࢁຊതࢯにΑり大和川Տচで࠾集͞Εた弥生土器なͲの遺物がֶձに঺հ͞Εた。ͦの後、ઓ前

からઓ後にかけて今ཬز次ࢯや日ຊ考古ֶڠձにΑる発掘調査が行ΘΕた。·た、ত和24（1949）年には、

。上で঺հ͞Εているࢽ৽代のʮ՟ઘʯがࠃ集͞Εた中࠾

　஑಺遺跡と三宅西遺跡にྡ接する෦෼はӝഁ遺跡西地区にあたり、地ܗతにはӝഁ台地の西ଆࣼ面と

͞らに西に޿がるฏ໺෦にҐஔしており、ଟくの成果がಘらΕている。طԟの調査で、約6300年前に߱

Լしたと͞Εるԣ大路Րࢁփ૚のԼから、ੴ器੡作跡に伴うと考えらΕるαψΧΠτのνοϓが検出͞

0 1000m（1：25000）

1 ɿ三宅西遺跡　 2 ɿ஑಺遺跡　 3 ɿ城連ࣉ東遺跡　 4 ɿ城連ࣉ遺跡　 5 ɿ三宅西̐丁໨遺跡　 6 ɿా஑Լ遺跡　

7 ɿఱ美東１丁໨遺跡　 8 ɿఱ美南遺跡　 9 ɿ中高໺֗道　10ɿಮ૔神ࣾ　11ɿ三宅城（三宅ࡆ）跡ਪఆ地　12ɿ三宅遺跡

13ɿࢁݱݖ古墳跡　14ɿ三宅古墳跡　15ɿ三宅東遺跡　16ɿѨอ遺跡　17ɿ東৽町遺跡　18ɿງ遺跡　19ɿ高໦遺跡　

20ɿԼ高໺֗道　21ɿ大和川今஑遺跡　22ɿ೉೾大道跡　23ɿޅ௩古墳跡　24ɿӝഁ遺跡　25ɿӝഁ北遺跡　26ɿت連東遺跡

27ɿॅ道ࣉ跡　28ɿ中ਉ須ໂ知神ࣾ境಺遺跡　29ɿরϲٰ໼ా遺跡　30ɿ໼ా２丁໨遺跡　31ɿ໼ా෦遺跡　32ɿ৽ງ城跡఻ঝ地

33ɿ̐ాן丁໨所在遺跡　34ɿґཏ஑跡　35ɿ北Ֆా遺跡　36ɿఱ美北࿡丁໨北遺跡　37ɿఱ美北࿡丁໨南遺跡

図４　ࡾ୐੢遺੻पลͷ遺੻෼෍図ʤࠃ土地ཧӃ 1 � 25000ʮ古市ʯ・ʮ大阪東南෦ʯฏ成14年をݩに作ਤʥ



ʵ �ʵ

Εることから、古くは後期چੴ器時代·で૎る΋のとみらΕている。·た、縄文時代中期から൩期にか

けての土器やੴ器が、ࣗવ流路Αりవ·ͬて出土しており、集落のଘ在のՄೳੑがࢦఠ͞Εている。ฏ

໺෦では、൩期にଯ積作༻が׆発化することが知らΕており、水成૚からはଟくのಥଳ文土器のഁยが

出土するほか、西地区南൒෦に弥生時代の集落のవ·りがあることが知らΕている。集落域の中৺は、

続すると考えらΕている。近年では大和川Ҏ南に΋ܧ在の大和川のҐஔにあたり、前期から後期·でݱ

調査がおΑͼ、三宅西遺跡にྡ接する෦෼の調査区で、弥生時代中期前༿のॅډ域やุ域が確認͞Εて

いる。こΕにରし、古墳時代の遺構や遺物はほとΜͲ検出͞Εていない。·た、古代に関して΋遺物は

見͞Εるが、వ·ͬた遺構は検出͞Εていない。中近世は、શମで耕作土૚が確認͞Εており、ౡിࢄ

や耕作溝がଟくみつかͬている。

　なお、今ճの調査地をؚΉ、三宅集落から大和川今஑遺跡෇近にかけての地域は、৚ཬ地ׂが໌ྎに

に、ॳΊてࡍる৔所として知らΕている。特に、ত和55（1980）年に行ΘΕた大和川今஑遺跡の調査の࢒

ʮ೉೾大道ʯが確認͞Εたことから、周辺の古道の検౼とڞに৚ཬ੍についてのڀݚがਐΜͩ。大和川

今஑遺跡を中৺とした৚ཬ地ׂに関しては、؛ढ़உࢯをはじΊとして、଍ར྄݈ࢯやۚాষ༟ࢯなͲの

ݚは、古道のൺఆや道の設ఆ規֨について検౼を行ͬており、ͦの後の古道や৚ཬのࢯ؛。があるڀݚ

཭୯Ґにおける時期をൺఆし、大௡道やڑは、古道の間ִの検౼からࢯを༩えた。଍རڹに大きなӨڀ

୮ൺ道のࣼ行道路のࠟ跡を෮ݩした上で、৚ཬの検౼を行ͬた。·た、ۚాࢯは、古道と৚ཬ地ׂの関

について、古道を中৺とした৚ཬ地ׂのෆ規ଇな規֨を、古道設ఆから৚ཬ地ׂ設ఆ、道路耕地化΁܎

と続くϓϩセεとしてଊえ、検౼を行ͬた。

　͞らに、発掘調査でʮ೉೾大道ʯがΑり正確に検出͞ΕたたΊ、考古ֶతな؍఺から΋検౼が行なΘ

Εることとなͬた。古代࢙や地ཧֶのطԟの調査成果をふ·えて、৚ཬやʮ೉೾大道ʯの設Ӧ時期につ

いての検౼がな͞Εているが、同時に৚ཬ地ׂのಋೖ時期の໰୊にয఺がߜらΕるΑうになり、集落と

土地ར༻の構଄త೺Ѳが重要な検౼՝୊となͬている。

図５　ࡾ୐੢遺੻पลͷ৚ཬ஍ׂ図ʤ଍ར1985をݩに作成ʥ
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ୈᶙষ　ௐࠪͷํ๏

ୈ�અ　ݱ஍ௐࠪ

　発掘調査の実施にあたͬては、2003年ץ行の （h財）大阪府文化財センター　遺跡調査جຊϚχϡΞϧ

ʲ࢑ఆ൛ʳɦ にしたがͬて行ͬた。ҎԼ、ݱ地での調査において༻いた調査のख法についてड़΂る。

　調査Օ所のݺশについては、डୗ年度（西ྐྵԼ 2 ܻ）－発஫番号（発஫ॱ）を૊߹Θせてද記する原

ଇにͮجき、第ᶗষでड़΂たΑうに09－ 2 調査とݺশし、ඞ要にԠじて09－ 2 － 1 ～ 5 ·での֤τϨン

ν名を෇した。

　遺構名については、調査を௨じて遺構のܗঢ়に関Θらͣ、ʮ 1 溝、 2 土坑ʜʯのΑうにݻ༗の௨し番

号を෇༩した。ҎԼの報告において΋ݱ地調査時に෇༩した番号を౿ऻする。なお、掘立柱建物のΑう

に、ෳ数の遺構で構成͞Εる遺構については、ʮ遺構種ྨ－番号ʯのද記とし、ଞの遺構と区別した。

　調査地の地区ׂは、世քଌ地ܥのࠃ土࠲ඪ࣠に४ڌした΋ので、大阪府がҐஔするࠃ土࠲ඪ࣠の第ᶜ

を΋とに、第ᶗ～ᶚ区画に区෼している（ਤܥඪ࠲ 6 ）。こΕにैうと今ճの調査地の第ᶗ・Ⅱ区画上

のҐஔはいͣΕ΋̛ �ʵ��となる。遺物のऔり上͛΋この地区ׂを࢖༻し、区画の࠷小は10̼を୯Ґと

する第ᶚ区画を༻いた。

　水४は、શࠃతにڞ௨のج४となͬている東ژ࿷ฏۉւ水Ґ（5.1 .ɿ50,:0 1&*-）を༻いる。

　遺構面ٴͼ遺構・遺物の実ଌに関しては、ඞ要にԠじてݸ別にख書きにΑるฏ・அ・立面ਤを作成し

た。遺構面については、جຊతにॖई 100 ෼の 1 のฏ൘ଌྔを行い、遺構෼෍がີな৔߹やඍࡉな地ܗ

෮ݩがඞ要と൑அした৔߹は、ϔリコϓターにΑるۭ中ࣸਅଌྔで50෼の 1 のฏ面ਤを作成した。

　調査時の地૚については、֤調査区のน面を༻いて೺Ѳし、ฏ成15～16年度に実施した確認調査݁果

に४ͣる૚४名を෇した。

　遺構面については、அ面࡯؍にΑͬて遺構・遺物のଘ在が༧૝͞Εた土৕化૚をج४に、上からॱに

第 1 面・第 2 面ʜとݺশし、遺構・遺物のૈີを考ྀしつつඞ要のある遺構面についての調査を実施し

た。

ୈ �અ　੔ཧۀ࡞

して約ࢉ׵地調査でಘた遺物は、土器・ੴ器・໦器なͲを߹Θせるとコンςφにݱ　 7 ശを数えた。こ

の中からඞ要と൑அする΋のについて53఺を実ଌした。·た、こΕらの作ۀに併行して、報告書ץ行後

の遺物؅ཧをޮ཰తに行うたΊ、'JMF.BLFSࣾの'JMF.BLFS1SP8.0を༻いて遺物σータϕーεを作成した

上で収ೲを行ͬている。

　なお、ຊ報告書ࡌܝのૠਤྨのうち、遺構ਤはεΩϟχンάしてσδタϧσータ化した後に、"EPCF

ࣾの8JOEPXT൛1IPUPTIPQ$42を༻いてਤ面の߹成・調整を行い、同ࣾの*MMVTUSBUPS$42を༻いてτϨー

ε作ۀを行うというखॱにΑͬて作成している。

　このほか、地ܗのඍى෬をදݱするたΊの౳高線なͲについては、ݱ地調査で実施したۭ中ࣸਅଌྔ

の成果であるσータਤ面（%9'ࣜܗ）を、"VUP%FTLࣾの"VUP$BE -52007を༻いて؆୯な加޻を施した

後、*MMVTUSBUPS上において加޻・調整を施して࠷ऴతなਤ面として༻いている。
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ୈᶚষ　ௐࠪͷ੒Ռ

ୈ�અ　�ʙ �۠ͷௐࠪ੒Ռ

�ɽجຊ૚ং（ਤ 7　ਤ൛ 1 ）

ɹ 3 ～ 5 区は、三宅西遺跡の東南୺にҐஔする調査区である。ݱ地ද面のඪ高は10̼前後をଌる。調査

はݱ代耕作土૚である第 1 ૚·で、όοΫϗーにΑる掘࡟を行い、ҎԼの地૚については、人ྗにΑͬ

てҰ૚ͣつこΕをআڈし、遺構面の検出に౒Ίた。遺構面については、調査区෇近で行ΘΕているطԟ

の調査成果にैい、第 1 面（第 3 ૚Լ面）、第 2 面（第 7 ̰૚Լ面）、第 3 面（第 7 ̴૚Լ面）、第 4

面（第 9 ૚上面）の߹計 4 面の遺構面についてฏ面調査を実施した。ҎԼに 3 ～ 5 区におけるଯ積地૚

の֓要をड़΂る。なお、地૚の確認については、調査区の東ଆน面を༻いて行い、ਤ 7 に͛ܝた。

ୈ �૚　ݱ代耕作土૚である。ฏۉ૚ް 0.1 ̼をଌる。機ց掘࡟ର৅૚である。

ୈ �૚　にͿいԫ৭をఄする࠭ࡉ～࠭ࡉۃを主ମとする耕作土૚である。ຊ૚ҎԼを人ྗ掘࡟のର৅と

して調査を行ͬた。૚ްは 0.2～0.3 ̼をଌり、南ଆではほとΜͲ࢒ଘしない。ଯ積がްく見らΕるՕ所

では、 5 ૚ఔ度に૚ཧ面が認ΊらΕることからࡉ෼がՄೳであり、ෳ数時の耕作が行ΘΕた݁果のଯ積

物と໨͞Εる。耕作土であることを൓өした΋のか、遺物の出土はほとΜͲ認ΊらΕないが、૚Լ෦か

ら13～14世紀代とみらΕる瓦器࿶のࡉยが出土したほか、上෦から瓦質土器なͲが出土したことから中

世後期Ҏ後にܗ成͞Εた૚と考えらΕる。

ୈ �૚　փԫ৭の࠭質シϧτを主ମとする耕作土૚である。૚ް 0.1 ̼をଌり、調査区ほぼશ域にۉ質

に෼෍する。遺物は瓦器࿶のࡉยが認ΊらΕたことから、中世前期にܗ成͞Εた૚と考えらΕる。

ୈ �̰૚　ԫ׊৭～҉փԫ৭のૈ࠭ࠞじり࠭質シϧτの土৕૚である。૚ްは 0.3 ̼前後をଌる。調査

区北൒෼ではԼҐ૚の第 5 ૚との間に 2 ճఔ度のૈ࠭～࠭ૈۃを主ମとする水成૚（第 7 ̱・ 7 ̳૚）

を間にڬΜでおり、南ଆではͦΕらの૚が収Ꮡする༷子を確認した。

　遺物は古墳時代～ฏ҆時代と考えらΕる須恵器ยをؚΉほか、Լ෦には、弥生時代後期の土器΋ؚΜ

でいることから、弥生時代後期Ҏ後、古墳時代～ฏ҆時代·でにܗ成͞Εた૚と考えらΕる。

ୈ �̴૚　׊ࠇ৭の࠭質シϧτを主ମとし、ԼҐの第 8 ૚を฼ࡐとする土৕૚である。૚ްは 0.2 ̼前

後をଌる。࠭ૈۃのଯ積物をଟくؚΉ。҉৭ຯがڧく、౫ଡは上Ґの第 7 ̰૚とൺֱしてѱい。調査区

のほぼશ域にۉ質に෼෍する。遺物はগྔながら弥生時代後期の土器ยをؚΜでいることから、弥生時

代にܗ成͞Εた૚と考えらΕる。

ୈ �૚　҉փԫ৭の中࠭を主ମとする水成૚である。૚ްは 0.2 ̼前後をଌる。北ଆでは౫ଡがѱく、

ૈཻのଯ積物が主ମとなるが、南ଆではཻࡉ化する޲܏にある。調査区のほぼશ域に෼෍する。

　遺物は認ΊらΕないが、૚૬や前後の૚の年代؍から縄文時代後期～൩期にかけてܗ成͞Εた૚と考

えらΕる。

ୈ �૚　׊ࠇ৭೪質シϧτの土৕૚である。ԼҐの第10૚を฼ࡐとしている。҉৭ຯがڧく、౫ଡはྑ

い。૚ްは 0.1 ̼前後をଌる。調査区ほぼશ域に෼෍する。遺物は認ΊらΕなかͬたが、૚૬や前後の

૚の年代؍から縄文時代後期～൩期にかけてܗ成͞Εた૚と考えらΕる。

ୈ��૚　҉փԫ৭࠭質シϧτの水成૚である。૚ްは0.08̼をଌる。遺物は認ΊらΕなかͬたが、૚૬
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図７　３ɾ４区　౦น໘　அ໘図
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や前後の૚の年代؍から縄文時代中期～後期にଯ積した૚と考えらΕる。

�ɽୈ � ໘（ਤ̔　ਤ൛ 2 ）

　第 2 ૚をআڈした面を第 1 面として調査した。遺構面のඪ高は北ଆで 10.2̼、南ଆで 10.5̼と、ͦの

ൺ高ࠩは 0.3 ̼をଌる。検出しಘた遺構には、第 2 ૚のԼ面遺構である耕作溝܈・土坑があり、いͣΕ

΋中世～近世の所産であͬた。

ਤ）〔ߔ࡞ߞ〕 8 　ਤ൛ 2 ）　耕作溝は、南北ํ޲の΋のが主ମを઎Ίており、溝のਂ͞は検出面から

ฏۉして 0.04̼前後、෯は 0.3 ̼の΋のがଟい。埋土はいͣΕ΋第 2 ૚の࠷Լ෦をݯىとする΋のであ

る。時期については、溝಺埋土のਫ਼査を行ͬたが、土師器のࡉยが 2 ย出土したのみであり、ৄࡉはෆ

໌である。しかしながら第 2 ૚のؼଐ時期から、中世後期のՄೳੑが高い。

〔 �౔޵〕（ਤ 8 ・10　ਤ൛ 3 － 1 ）　 1 土坑は、北൒෦が今井戸川の؛ޢにΑͬて֧ཚをडけてい

たたΊશ༰はつかΊないが、୹࣠ 1.7 ̼、ਂ͞ 0.6 ̼をଌり、அ面ܗঢ়は੆ുঢ়をఄする΋のである。

埋土にϒϩοΫなͲをؚΜでいないことから、人ҝతな埋໭しなͲの଄作は考えがたい。

　土師器・瓦器࿶のࡉยが֤ 1 ఺出土したことから、中世前期にؼଐすると考えらΕる。

〔��ਫ࿏〕（ਤ̔　ਤ൛３）　 5 区の南୺で北流する今井戸川にԊͬて23水路をҰ৚検出した。この水

路は、ݱ在の؛ޢนから 4 ～ 5 ̼཭ΕたՕ所に掘ܗ上୺෦がҐஔしており、ৄࡉはෆ໌である΋のの、

গなくと΋第 7 ̰૚上面から੾り込·Εていることが確認できた。なお、溝ఈは掘ݶ࡟քである(.-.－

2.5 （̼5.1. � 9.0̼）にいたͬて΋確認できていない。ݶらΕた調査ൣғであͬたことから、ີݫに今井

戸川に併走する΋のかߋなる検ূがඞ要ではあるが、װج水路に૬౰する΋ののՄೳੑが高い。遺物は

埋土上૚から13世紀代と考えらΕる瓦器࿶ยが出土したことから、中世Ҏ前にܗ成͞Εた水路と૝ఆで

きる。

〔֤ग़౔Ҩ෺〕（ਤ12）　第 3 ૚おΑͼ第 7 ̰૚からは、Θͣかな土器が出土している。

�ɽୈ �໘（ਤ̔　ਤ൛ 4 ）

　第 7 ̰૚をআڈした面を第 2 面として調査した。遺構面のඪ高は北ଆで 10.0̼、南ଆで 10.4̼と、ͦ

のൺ高ࠩは 0.4 ̼をଌる。検出しಘた遺構には、土坑・小穴・溝・流路がある。

〔 �౔޵〕（ਤ 8 ・10　ਤ൛ 5 － 7 ・ 8 ）　 4 土坑は調査区北୺෦にほぼ୯ಠでҐஔする௕ܘ 1.7 ̼、

୹ܘ 0.6 ̼、検出面からのਂ͞ 0.15̼をଌる۱ԁ௕ํܗの土坑である。அ面ܗঢ়は؇やかなࡼঢ়をఄす

る。埋土は大きく 2 ૚に෼けらΕ、上૚はややૈཻのଯ積物で、ԫ׊৭の೪質シϧτのϒϩοΫ土をଟ

数ؚΉなͲ、人ҝతな埋໭しに伴う埋土であることが૝ఆできる。Ұํ、Լ૚は೪ੑのڧい೪質シϧτ

のみで構成͞Εており、૚境のܗঢ়΋ԜತがܹしくҰఆしておらͣ、上૚の埋土の؏ೖがଟ数認ΊらΕ

た。なお、坑಺からは遺物は·ͬたく認ΊらΕなかͬた。この土坑のੑ֨については、ฏ面ܗঢ়と埋土

の上Լ૚で質が·ͬたくҟなることから、土坑ุのՄೳੑが૝ఆ͞Εた。土坑ุと認ఆするにあたͬて

は、人ࠎの検出が第Ұ要݅であるたΊ、調査時において΋埋土を࣋ちؼり、ચড়してඍࡉ遺物・遺ମの

検出に౒Ίた΋のの、ͦΕにྨする΋のは認ΊらΕなかͬた。

　Ҏ上のΑうに、積ۃతに土坑ุとして認ఆできる要ૉは認ΊらΕなかͬた΋のであること、ܗঢ়と規

模からは、ͦのՄೳੑが高いこと、加えて上Լの遺構面のؼଐ時期から、ここではฏ҆時代Ҏ後の土坑

ุのՄೳੑがあることをࢦఠするにཹΊておく。

〔 �౔޵〕（ਤ 8 ・10・11　ਤ൛ 5 － 5 ・ 6 ）　 5 土坑は調査区の北୺で検出したԁܗの土坑である。

ଆ溝಺にҐஔしていたたΊ、実ࡍはԼҐの第 3 面での検出となͬてし·ͬたが、埋土や出土遺物の಺༰
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から、ຊ面にؼଐ͞せることがଥ౰であると൑அした。土坑の規模は௚ܘ 0.5 ̼、検出面から坑ఈ·で

のਂ͞は 0.4 ̼をଌる。埋土は౫ଡのྑい೪質シϧτであり、埋土中からは 8 世紀の土師器（21）ࡼのほ

か、坑ఈにషり෇くΑうにして 9 ～10世紀の須恵器ᙈのମ෦ย（22）が出土した。なお、ຊ土坑の௚上に

は後世の৽しいࠟߌ跡が重ෳしていた。

ਤ）〔ߔ��〕 8 ・11　ਤ൛ 5 － 4 ）　15溝は調査区南୺෦で検出した෯ 1.6～2.0 ̼をଌる溝である。検

出面からのਂ͞は 0.2～0.7 ̼と෯があり、東ଆがਂく西ଆがઙい。埋土は上Լ 2 ૚に෼けらΕ、上૚は

᛽を主ମとするૈཻのଯ積物である。ϥϛࡉ～࠭ૈۃのଯ積物で、Լ૚はཻࡉ中࠭を主ମとする～࠭ࡉ

φはݦ著には認ΊらΕないが、溝ఈのൺ高ࠩが著しいことから、人ҝの΋のとは૝ఆしにくく、ഁఅଯ
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積物のΑうなੑ֨の΋のであͬたか΋しΕない。遺物は出土しなかͬた。

〔 �ྲྀ࿏〕（ਤ 8 ・ 9 　ਤ൛ 5 － 1 ～ 3 ）　 3 流路は、北൒の調査区の中ԝ෦にҐஔする෯11̼、検出

面からのਂ͞ 3.5 ̼の流路である。அ面ܗঢ়は北ଆについては中Ґで؇やかにஈを༗するܗঢ়をࣔして

おり、南ଆについてはほぼ௚線のࣼ面を成している。埋土はૈ࠭～࠭ૈۃを主ମとするૈཻのଯ積物に

Αͬて構成͞Εており、ଆํは࠭ࡉ～࠭質シϧτఔ度·でཻࡉ化している。·た、中Ґにはଆํのϒϩ
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　側方中心にベース土の細礫（粘性強い）多量含む

１　にぶい黄　2.5Y6/3
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　極粗砂少量含む
２　オリーブ褐　2.5Y4/3
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　炭化物少量含む
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２　黄灰　2.5Y5/1
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１　灰黄褐　10YR5/2　極細砂　淘汰良い
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   東側方粗砂～極粗砂　西側方極粗砂～細礫　斜行ラミナ有
３　褐灰　10YR5/1　砂質シルト
　第９層ブロック中位に含む　側方は崩落土

１　黒褐　10YR3/2　極細砂　極粗砂多量含む　側方砂質シルトまで細粒化
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１　灰黄褐　10YR5/2　極細砂　粗砂少量含む　第８層ブロック多量含む
２　暗灰黄　2.5Y5/2　砂質シルト　淘汰良い（ほぼ第８層）
３　黒　10YR2/1　砂質シルト　粗砂多量含む
４　黄褐　2.5Y5/3　極細砂　粗砂～極粗砂多量含む
５　黒褐　10YR3/1　砂質シルト　淘汰良い　有機物痕跡か？
６　浅黄　2.5Y7/3　細砂　淘汰良い（ほぼ第８層）
７　黄灰　2.5Y4/1　砂質シルト　極粗砂少量含む（ほぼ第９層）
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οΫ土をݯىとする೪質シϧτのِ᛽をଟくؚみ、ࣼ行ϥϛφがݦ著に認ΊらΕるなͲ、流速がૣいこ

とが૝ఆできる。遺物は埋土Լ෦のݞ෇近を中৺にコンςφ൒ശఔ度出土しており、ͦの಺༰はฏ城ᶙ

～ᶚの遺物が主ମをなすことから、طԟの調査では三宅西遺跡18区の2002流路、΋しくは2003流路ʤ（財）

大阪府文化財センター　2009ʥの上流෦෼に૬౰すると考えてྑい。

　Ҏ上、第 2 面から出土した֤遺構は、ಸྑ時代～ฏ҆時代を中৺とする時期に人間׆ಈのࠟ跡が認Ί

らΕ、ͦのΤリΞは 3 流路を境に西ଆにおいてີ度がೱくなͬていることを確認した。

�ɽୈ �໘（ਤ 8 　ਤ൛ 6ʵ�ɾ �）

　第 7 ̱～̳૚をআڈした面を第 3 面として調査した。遺構面のඪ高は、北ଆで 9.8 ̼、南ଆで 10.0̼

と、ͦのൺ高ࠩは 0.2 ̼をଌる。

　検出しಘた遺構としては、溝が 1 ৚である。

〔 ਤ）〔ߔ� 8 ・10　ਤ൛ 6 － 3 ）　 7 溝は調査区北୺෦にҐஔする෯ 2.8 ̼、検出面からのਂ͞ 0.7

̼のஅ面੆ുঢ়の溝である。埋土は大きく 2 ૚に෼けらΕ、上૚はࡉ～࠭ૈۃ᛽を主ମとするૈཻのଯ

積物が、Լ૚はૈ࠭～࠭ૈۃを主ମとするややૈཻのଯ積物がͦΕͧΕଯ積していた。なお、上Լの૚

境には、࠭質シϧτҎԼのཻࡉのଯ積物が 0.05̼ఔ度のް͞で認ΊらΕたことから、埋຅աఔの中でҰ

ఆの時期ࠩがあることが૝ఆできる。なお、溝の掘ܗには第 6 ・ 7 ૚をݯىとするϕーε土がਨΕԼが

るΑうにしてଯ積しており、機ೳ時ܗ成૚と考えらΕる。

　遺物はԼ૚から弥生時代後期の （ു19）が出土したことから、 7 溝のؼଐ時期は弥生時代後期と考える

ことができる。

　Ҏ上のことから、第 3 面は縄文時代൩期～弥生時代後期にかけての遺構面とଊえることができ、今ճ

の調査区周辺にあͬては、主に弥生時代後期に人間׆ಈのࠟ跡が認ΊらΕることが໌らかとなͬた。

�ɽୈ �໘（ਤ 8 　ਤ൛ 7 ）

　第 7 ̴૚をআڈしたϕーε面を第 4 面として調査した。遺構面のඪ高は北ଆで 9.5 ̼、南ଆで 10.0̼

と、ͦのൺ高ࠩは 0.5 ̼をଌる。

　検出しಘた遺構としては、溝・土坑・小穴がある。

〔౔޵〕（ਤ 8 ・10　ਤ൛ 8 － 1 ・ 2 ）ɹ土坑は 2 ܘを検出した。土坑についてはج 2 ～ 4 ̼と、やや

第３層

23 24 25第７a層

26

15溝

５土坑

20

21 22

図11　３～５区　ୈ 2໘　15５　ߔ౔޵　ग़౔遺物

図12　３～５区　֤૚　ग़౔遺物



ʵ ��ʵ

大ৼりな΋のがଟいが、いͣΕの土坑΋ฏ面・அ面ܗঢ়と΋にෆఆܗで、埋土と掘ܗの境ք΋઴Ҡతで

ෆ໌ྎであることから落込みや౗໦ࠟといͬたੑ֨が૝ఆできる。特に、調査区南୺で検出した17土坑

については、ฏ面ܗがෆ整な三֯ܗঢ়をࣔすことや埋土のଯ積ঢ়گが׊ࠇ৭の೪質シϧτの埋土とϕー

εの第 8 ૚が൓సをىこすなͲの఺から౗໦ࠟのՄೳੑが高い。遺物はいͣΕの遺構から΋出土してお

らͣ、ͦΕͧΕのؼଐ時期はෆ໌といΘ͟るをಘない。

　このほかに調査区の中ԝ෦෇近で 8 溝、南൒を中৺に の小穴を検出した。いͣΕ΋検出面からのج3

ਂ͞ 0.05̼Ҏ಺、埋土΋上Ґの第 5 ૚がೖり込Ή΋ので、遺物の出土は認ΊらΕなかͬた。

　Ҏ上のΑうに、第 3 面のϕーε面として調査を実施したが、ຊ面では໌確な人間׆ಈのࠟ跡を認Ίる

ことはできなかͬた。ؼଐ時期は前後の地૚のൺఆ時期から縄文時代後期Ҏ後と૝ఆできるが、ৄࡉは

ෆ໌である。

�ɽୈ �໘（ਤ 8 ・10　ਤ൛ ̔ － 3 ）

　第 8 ૚の水成૚をআڈした第 9 ૚上面を第 5 面として調査した。なお、ຊ遺構面については、ઌ行し

て調査を行ͬた北൒෦にݶఆして調査を実施し、遺構・遺物の෼෍がૈであることを確認してҎ後は周

辺での調査成果΋加ຯし、南൒෦Ҏ南では調査を行ͬていない。遺構面のඪ高は北ଆで 9.4 ̼、南ଆで

9.6 ̼をଌる。

　検出した遺構としては10溝なͲ 4 ৚の溝が͛ڍらΕる。こΕらの溝はいͣΕ΋第 6 ૚が಺෦をॆరし

ており、掘ܗ΋ෆఆܗであることから、第 6 ૚のଯ積時に第 6 ૚࠷Լ෦のૈཻのଯ積物がچ地ද面を࡟

りこΜͩᖕےのΑうな΋のとଊえることできる。遺物は認ΊらΕない。

　Ҏ上のΑうにຊ面においては໌確な人間׆ಈのࠟ跡を認Ίることはできなかͬた。

�ɽখ݁

ɹຊௐࠪ۠Ͱ͸ɺୈ�ʙ �໘ͷ֤Ҩߏ໘においͯҨߏɾҨ෺Λ֬ೝͰきͨɻ

ɹまͣɺୈ�໘においͯ໻ੜ࣌୅ظޙͷҨ෺ΛؚΉߔΛݕग़しͨ͜ͱ͸ɺ๺੢ଆͷ஑಺Ҩ੻Ͱ໻ੜ࣌

୅લظͷूམɺ๺ଆにҐஔ͢Δࡾ୐੢Ҩ੻ͷௐࠪͰ໻ੜ࣌୅தظͷूམ͕ͦΕͧΕݕग़さΕͯいΔ͜ͱ

からɺେきなҙٛΛ࣋つ΋ͷͱ͑ߟらΕΔɻपลҬͰ͸େ࿨઒ӈ؛ͷӝഁҨ੻ͷ౦๺ɾ౦ೆ஍۠ʤʢࡒʣ

େࢢࡕจԽڠࡒձɹ����ʥɺେ࿨઒ࠓ஑Ҩ੻ʤʢࡒʣେࡕ෎จԽࡒηϯλʔɹ����ʥͷ౦ೆ෦においͯ໻

ੜ࣌୅ظޙͷҨߏɾҨ෺͕֬ೝさΕͯいΔɻࡾ୐੢Ҩ੻ͷ౦ೆ෦においͯ΋ͦͷ͕޿ΓΛ֬ೝͰきͨ͜

ͱ͸ɺ໻ੜ࣌୅ूམͷಈଶΛ͑ߟΔ্Ͱ΋ॏཁなࢿྉͱなΖ͏ɻ

ɹまͨɺௐࠪ۠๺൒෦においͯݕग़しͨฏ҆࣌୅ͷҨ෺ΛؚΉ�౔޵や౔ุ޵ͷՄೳੑ͕͋Δ�౔޵ͷ

ଘࡏ͸ɺपลҬにಉظ࣌ͷूམҬ͕͕޿ΔՄೳੑΛࣔ͢΋ͷͰ͋Γɺ஑಺Ҩ੻においͯݕग़さΕͨಉ࣌

Δɻ͑ݴྉͱࢿΔ্Ͱ΋ॏཁな͑ߟͷूམҬΛظ

ୈ �અ　�۠ͷௐࠪ੒Ռ

�ɽجຊ૚ং（ਤ13　ਤ൛ 9 － 2 、10）

　09－ 2 － 1 調査は三宅西遺跡の東دり南୺にҐஔしており、طଘのՏ川の北ଆの؛ޢนఫڈ෦෼おΑ

ͼ、コンΫリーτϘοΫεਾえ෇け෦෼を調査ൣғとして実施した΋のである。

　ຊ調査区は、طԟの調査の三宅西07－ 1 調査区の南ଆにҐஔする。ݱ地ද面のඪ高は5 . 1 . � 11̼をଌ

る。

　調査は、ݱ代耕作土૚である第 1 ૚·でをόοΫϗーにΑる機ց掘࡟のର৅とし、ͦΕҎԼの地૚に
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ついては、人ྗにΑͬてこΕをআڈし、遺構面の検出に౒Ίた。

　遺構面については、後ड़するΑうにຊ調査区のす΂てが中世～近世にܗ成͞Εた水路埋土に૬౰する

たΊ、ͦのଞの調査区で確認できたجຊ૚ংはほとΜͲ確認できなかͬた。

�ɽୈ �໘（ਤ13　ਤ൛ 9 － 1 ）

　第 1 ૚の耕作土૚をআڈした遺構面を第 1 面として調査した。ຊ調査区では水路を 1 ৚検出した。
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Y=-41,410
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13
0

X
=-
15
6,
12
0

X
=-
15
6,
11
0

今井戸川

24水路

0 2m（1：40）

0 10m（1：200）

１　灰　10Y6/1　灰　粘質シルト　淘汰良い
　部分的に粗砂～極粗砂多量含む
２　灰オリーブ　7.5Y6/2　中砂～粗砂　淘汰悪い
　ラミナ不明瞭
３　灰白　5Y7/1　極細砂　極粗砂～細礫多量含む
　酸化著しい　（近世）
４　灰　5Y6/1　粗砂～極粗砂　淘汰悪い
　第9～12層偽礫 5～10㎝）多量含む　（近世）
５　灰オリーブ　5Y6/2　粗砂～極粗砂　淘汰悪い
　第9～12層偽礫 2～3㎝）多量含む　（近世）
６　灰　10Y5/1　粘質シルト　粗砂～極粗砂多量含む
　第9～12層偽礫 5～7㎝大）多量含む　（近世）
７　灰　10Y6/1　中砂　淘汰良い
　第9～12層偽礫多量含む　（近世）
８　灰　5Y4/1　砂質シルト　
　第9～12層偽礫多量含む　〔崩落による形成層〕

図13　１区　౦੢அ໘図ɾୈ１໘　ฏ໘図

図14　１区　ୈ１໘　24ਫ࿏　ग़౔遺物
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〔��ਫ࿏〕（ਤ13・14）　調査区のશ域で検出した。掘ܗを検出できていないたΊ規模はෆ໌である。

ਂ͞は、機ց掘࡟ऴྃ面から 2.3 ̼をଌる。

　埋土は、大きくはϒϩοΫ土を主ମとする人ҝの埋Ί໭しに伴う上૚と、ฏ行ϥϛφがݦ著に認Ίら

Εる水成૚であるԼ૚の 2 ૚に区෼できる。上૚は、طԟのجຊ૚ংでいうとこΖの、第 2 ૚࠷上෦を

成͞Εた地૚とܗとするϒϩοΫ土をଟྔにؚみ、近世の陶磁器が出土することから、近世Ҏ後にݯى

みることができる。Ұํ、Լ૚の࠷Լ෦からは、13世紀代の瓦器࿶（28）・土師器ࡼย（29）を確認してお

り、中世前期にܗ成͞Εた地૚と考えることができる。

するが、このほかに、૿水時には北ଆ΁ഉ水をંۂ今井戸川は、ຊ調査区のほぼ中間地఺で西ଆ΁ݱ　

行うたΊのඉ໳が設ஔ͞Εていた。ຊ調査区の北ଆでは07－ 1 調査が行ΘΕており、南北ํ޲の水路が

検出͞Εている。ຊ調査区で検出した水路のԆ௕と考えらΕ、ඉ໳のଘ在΋この水路を౿ऻした΋のと

の૝ఆ΋Մೳである。

�ɽখ݁

　ຊ調査区では、ݱ今井戸川の؛ޢนのཪ込෦෼のみであͬたたΊ、掘ܗのܗঢ়を確認することができ

ͣ、水路の規模を確認することはできなかͬた。

　しかしながら、埋土の࠷Լ෦で瓦器࿶と土師器ࡼยが出土していることから、24水路のܗ成時期をӐ

い知るࢿྉをಘることができた。大きな成果とݴえΑう。

ୈ �અ　�۠ͷௐࠪ੒Ռ

�ɽجຊ૚ং（ਤ15　ਤ൛10）

　 2 区は三宅西遺跡の東دり南୺、08－ 1 調査の西ଆにҐஔし、طଘՏ川の北ଆのコンΫリーτϘοΫ

εਾえ෇け෦෼、道路ෑ設෦෼を調査ൣғとして実施した΋のである。

代耕作土૚である第ݱ地ද面のඪ高は5.1.�10.5̼をଌる。調査はݱ　 1 ૚·でをόοΫϗーにΑる機ց

掘࡟のର৅とし、ͦΕҎԼの地૚については、人ྗにΑͬて 1 ૚ͣつআڈし、遺構面の検出に౒Ίた。

　遺構面については、こΕ·でに調査区周辺で行ΘΕているطԟの調査成果にैい、第 1 面ʤ第 3 ૚Լ

面（第 7 ̰૚上面）ʥ、第 2 面ʤ第 7 ̴૚Լ面（第 8 ૚上面）ʥ、第 3 面ʤ第 9 ૚上面（第 8 ૚Լ面）ʥの߹

計 3 面の遺構面についてฏ面調査を実施した。

　ҎԼに 2 区におけるଯ積地૚の֓要をड़΂る。なお、૚४のݺশは、طԟの調査成果に४じている。

〔ୈ �૚〕　ݱ代耕作土である。૚ްは約 0.15̼をଌる。

〔ୈ �૚〕　近世の耕作土૚でԫ׊৭ܥの中࠭～ૈ࠭を主ମとし、౫ଡはѱい。૚ްは 0.15 ̼をଌる。

〔ୈ �૚〕　中世の耕作土૚である。౫ଡのྑい҉փԫ৭の࠭ࡉۃで、૚ް 0.05̼をଌる。

〔ୈ �૚〕　周辺の成果から、中世の耕作土૚とҐஔͮけらΕるが、ຊ調査区では確認できなかͬた。

〔ୈ �૚〕　周辺の成果から、中世の水成૚とҐஔͮけらΕるが、ຊ調査区では確認できなかͬた。

〔ୈ �૚〕　周辺の成果からฏ҆時代の水成૚とҐஔͮけらΕるが、ຊ調査区では確認できなかͬた。

〔ୈ �૚〕　第 7 ̰૚と第 7 ̴૚の 2 ૚に大別できる。地఺にΑͬてはԼҐ૚の第 8 ૚のଯ積がްく、

第 3 ૚にΑる࡟ฏがਐ行しているたΊ、ほとΜͲ࢒ଘしていないՕ所΋ある。

　第 7 ̰૚は弥生時代後期～ฏ҆時代にかけてܗ成͞Εた土৕૚である。҉׊৭の࠭ࡉۃを主ମとし、

౫ଡはѱい。૚ް 0.05～0.15 ̼をଌる。

　第 7 ̴૚は弥生時代前期～後期にかけてܗ成͞Εた土৕૚である。第 8 ૚を฼ࡐとするたΊ、地఺に
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１　 〔現代作土〕〔第１層〕
 2　 灰黄褐　10YR6/2　細砂　〔第２ａ層〕
 3　 灰黄　2.5Y7/2　細砂　マンガン多く沈着　酸化著しい　〔近世作土〕　〔第２ｄ層〕
 4　 暗灰黄　2.5Y5/2　極細砂　やや粘性強い　マンガン多く沈着　〔中世作土〕　〔第３層〕
 5 　にぶい黄褐　10YR5/3　砂質シルト　粗砂～極粗砂を多く含む　マンガン少量沈着
　　〔土壌層〕　〔第７ａ層〕
 6　 灰黄　2.5Y6/2　細砂　極粗砂～細礫を多く含む　淘汰悪い〔土壌層〕　〔第７ｅ層〕
 7　 にぶい黄褐　10YR4/3　極細砂～細砂　極粗砂を多く含む　〔漸移層〕　〔第７ａ－ｅ層〕
８　 黄褐　2.5Y5/3　砂質シルト　西半は粗砂～極粗砂を非常に多く含む
　 　東半は細粒化し砂質シルトまで側方変化　〔水成層〕　〔第８層〕
９　 灰黄褐　10YR6/2　粘質シルト　淘汰良い　〔水成層〕　〔第８層〕
10　褐灰　10YR5/1　粘質シルト　淘汰良い（やや撹拌を受ける？）　〔土壌層〕　〔第９層〕
11　灰黄褐　10YR6/2　砂質シルト　〔第10層〕

0 10m（1：500）

20m （1：500） 0

1m
（
1：
40
）

図15　２区　๺น　அ໘図ɾ֤໘　ฏ໘図
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23
4

1

2
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1

１　灰黄　2.5Y6/2　細砂～中砂
　第３層ブロック多量含む
　粗砂～細礫少量含む
２　灰黄褐　10Y5/2　中砂～粗砂　淘汰良い

１　灰黄褐　10YR6/2　細砂～中砂
　　第３層ブロック多量含む
　　粗砂～極粗砂少量含む
２　黄灰　2.5Y5/1　極細砂～細砂
　　第３・８層ブロック多量含む
　　粗砂～極粗砂少量含む
　　最下部極粗砂主体のラミナ有り

１　灰黄褐　10YR6/2　極細砂
　第８層ブロック多量含む
２　灰黄褐　10YR5/2　粘質シルト
　第８・９層ブロック多量含む

１　灰黄褐　10YR6/2　細砂～中砂
　第３層ブロック多量含む
　粗砂～極粗砂少量含む
２　黄灰　2.5Y5/1　極細砂～細砂
　第３・８層ブロック多量含む
　粗砂～極粗砂少量含む

１　灰黄　2.5Y6/2　細砂～粗砂
　第３層ブロック多量含む

１　暗灰黄　2.5Y5/2　極細砂
　粗砂～極粗砂含む

１　暗灰黄　2.5Y5/2　極細砂
　粗砂～極粗砂含む

１　黄褐　10YR5/6　砂質シルト
　粗砂～極粗砂・第３層ブロック多量含む
２　にぶい黄　2.5Y6/4　粘質シルト
　粗砂、第３・８層ブロック多量含む
３　灰　5Y5/1　粘質シルト　上方細粒化
　第11層ブロック多量含む
　第12層ブロック少量含む
４　灰　5Y4/1　粘質シルト
　第12層ブロック少量含む
５　灰白　5Y7/1　中砂　淘汰良い　ラミナ顕著

１　浅黄　2.5Y7/3　粗砂　上部極粗砂～細礫多量含む
　上半構造崩壊しラミナ不鮮明　下部斜行ラミナ顕著
２　灰黄　2.5Y7/2　粗砂　東側方中心に細礫～極粗砂ラミナ顕著
　西側方中砂まで細粒化　クロスラミナ顕著
３　灰黄　2.5Y7/2　粗砂　淘汰良い　東側方中心に極粗砂まで粗粒化
　西側方粘質シルトまで細粒化（黄灰　2.5Y5/1）　暗色化
４　黄　5Y4/1　粘質シルト　中位に粗砂～中砂の薄層挟在
５　灰黄　2.5Y7/2　粗砂　東側方極粗砂～細礫　粗粒化
　第７・9・10層ブロック（径２～３㎝）多量含む　土器（須恵器・土師器）含む

１　暗灰黄　2.5Y5/2　中砂
　粗砂～極粗砂少量含む
　第８・11層ブロック少量含む
　ブロック淘汰悪い　（径10～15㎝）
２　灰白　10YR7/1　粘質シルト　
　粗砂～極粗砂少量含む
　東側方中心に第８・11層ブロック含む
３　灰黄　2.5Y7/2　中砂～粗砂　淘汰良い
　ラミナ顕著
４　灰　7.5Y5/1　粘質シルト
　中間に粗砂～極粗砂の薄層が挟在0 4m（1：80）

0 4m（1：80）

0 1m（1：40）

図16　２区　ୈ１໘　֤遺構　அ໘図
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Αͬてཻܘはҟなるが、֓Ͷԫփ৭の࠭質シϧτを主ମとする。૚ް 0.05～0.15 ̼をଌる。

〔ୈ �૚〕　縄文時代後期Ҏ後にଯ積した水成૚である。後ड़する39流路埋土΋ຊ૚とҐஔͮけること

ができる。૚ް0.1～0.2̼をଌる。

〔ୈ �૚〕　縄文時代後期にܗ成͞Εた土৕૚である。ຊ調査区では、間に第 9 ̱૚とした水成૚をڬ

在͞せる。҉փԫ৭の࠭質シϧτを主ମとし、౫ଡはྑい。૚ް0.1～0.15̼をଌる。

�ɽୈ �໘（ਤ15・16　ਤ൛11）

　第 3 ૚の耕作土をআڈした遺構面を第 1 面として調査した。遺構面の地ܗは、大きく東が高く、西が

௿い。なお、08－ 1 調査の西ଆでは、出௕஑のఅମを確認した。

　అ੝土からは、08－ 1 調査同༷、近世陶磁器を確認し、出௕஑の成立年代を考える上でࢀ考となるࢿ

ྉをಘている。

　主な検出遺構としては、耕作溝・溝・井戸・土坑・小穴がある。 100 溝をআいて֓Ͷ13～14世紀の所

産と考えらΕる。

調査区のほぼશ域で確認した。埋土はいͣΕ΋第　〔ߔ࡞ߞ〕 3 ૚をݯىとするԼ面遺構である。東西

かに認ΊらΕる。規模は、෯ۇの΋のが޲を主ମとする΋のが大൒を઎Ί、ͦΕに接続する南北ํ޲ํ

0.2～0.3 ̼をଌる小ৼりな΋のと、෯ 0.8～0.9 ̼をଌる大ৼりな΋のの大小 2 者がある。

〔౔޵〕（ਤ15・16　ਤ൛12－ 3 ～ 8 ）　調査区の西൒を中৺に、ਂ͞ 0.4～0.5 ̼ఔ度の土坑を 9 検ج

出している。いͣΕ΋第 3 ૚ݯىのϒϩοΫ土をଟくؚΜでおり、૚૬は近ࣅしている。遺物は出土し

ていない。

〔��Ҫށ〕（ਤ15・16　ਤ൛12－ 2 ）　調査区の西ଆで検出したૉ掘りの井戸である。北൒෼は調査区

外にٴΜでいる。ฏ面ܗঢ়は۱ԁํܗをఄし、規模は෯ 4.5 ̼、ਂ͞ 2.25̼をଌる。埋土は第 7 ̰૚Ҏ

99 溝

129 溝

31 32

3433
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36
100溝

37

38 40

39

図17　２区　ୈ 1ɾ２໘　֤遺構　ग़౔遺物
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Լの地૚をݯىとするϒϩοΫ土の集߹にΑͬてܗ成͞Εており、埋Ί໭しにΑる埋຅が૝ఆできる。

　遺物は、13世紀代と考えらΕる瓦器࿶ยが出土した。

〔 ਤ15・16　ਤ൛15）〔ߔ��� － 1 ・ 2 、20・21）　調査区の東୺で検出した。南東－北西ํ޲の௚線

తな溝であるが、出௕஑の֧ཚにΑͬて検出しಘた෦෼はۇかである。第 7 ̰૚から੾り込·Εている

ことは໌らかであるが、掘ܗを׬શに࿐出͞せるには、第 7 ̰・̴૚をআڈするඞ要があͬたたΊ、ຊ

面と第 2 面の 2 ճに෼けて調査を行ͬた。溝の規模は、෯ 6 ̼、ਂ͞ 1.9 ̼をଌる。埋土は大きく 2 ૚

に෼けらΕ、上૚・Լ૚と΋に、ཻܘのૈい水成૚で構成͞Ε、ࣼ行ϥϛφがݦ著に認ΊらΕる。

　遺物は、上・Լ૚から出土しており、土師器௚ޱᆵ・ᙈ・高ഋ・ು、須恵器ഋ֖・ᙈなͲが出土して

いる。ถా編年෍ཹࣜᶙ～ᶛ期の所産とみらΕる。溝のࣔすํ޲とแؚする遺物から、08－ 1 調査の 8

溝と同じ溝と考えらΕ、طԟの成果の 1 区3009溝と同Ұの溝であるՄೳੑ΋ある。

T.P.+9.7ｍ
NW SE

2

1

１　黒褐　10YR3/2　砂質シルト　淘汰良い
　粗砂少量含む　土器片少量含む
２　黒褐　10YR3/1　粘質シルト　淘汰良い
　上層１より淘汰良い　土器南側で多く含む

Y=-41,695

Y=-41,694

X=-
156
,11
4

X=-
156
,11
5

X=-
151
,11
6 43

42

41

0 1m（1：20）

0 10㎝（1：4）
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�ɽୈ �໘（ਤ15　ਤ൛13）

　第 7 ̰・ 7 ̴૚をআڈした遺構面を第 2 面として調査した。遺構面の地ܗは、第 1 面同༷、東が高

く西が௿い。主な遺構としては、建物・溝・土坑・落ち込み・小穴がある。

〔۷ཱபݐ෺ �〕（ਤ15・20　ਤ൛14）　調査区東ଆで検出した。柱穴 4 から構成͞Ε、͞らに北ଆにج

ԆͼるՄೳੑ΋ある。柱間間ִは約 1.4 ̼をଌる。第 8 ૚のଯ積がްく、第 7 ̰・̴૚のଯ積がほとΜ

Ͳ認ΊらΕない地఺にҐஔしており、第 3 ૚にΑる࡟ฏが著しいたΊ、୦穴建物であͬたՄೳੑ΋ࣺて

きΕない。

　埋土中からは土師器のࡉยが出土したのみであるたΊ、ৄࡉな時期はෆ໌であるが、埋土の૚૬が近

。と同時期の΋ののՄೳੑがある܈ԟの成果の14区で検出している掘立柱建物ط、していることからࣅ

〔 ���౔޵〕（ਤ15・18　ਤ൛16－ 1 ・ 2 ）　調査区の東ଆで検出した。南西－北東ํ޲に࣠を༗する

土坑で、調査区の北ଆにԆͼる。規模は、෯ 1.4 ̼、検出面からのਂ͞ 0.2 ̼をଌる。埋土は、౫ଡの

ྑい׊ࠇ৭࠭質シϧτで、 3 ૚ఔ度にࡉ෼できる。

　遺物は、掘ܗにషり෇いて土師器ยが出土した。古墳時代後期の所産と考えらΕる。

〔 －ਤ15・19　ਤ൛15）〔ߔ��� 3 ・ 4 、21）　調査区のほぼ中ԝ෦で検出した南東－北西ํ޲の溝で

ある。北ଆ・南ଆと΋に調査区の外ଆにԆͼている。規模は、෯約 1.4 ̼検出面からのਂ͞ 0.22 ̼をଌ

る。埋土は׊փ৭のシϧτをج調とし、ཻܘと౫ଡのࠩҟにΑͬて上Լ 2 ૚に区෼できる。上૚はやや

T.P.+9.6ｍ

2

1

１　褐灰　10YR5/1　砂質シルト
　北側方中心に極粗砂～細礫多く含む
　土器片少量含む
２　褐灰　10YR4/1　粘質シルト　淘汰良い
　マンガン少量沈着　土器片多く含む

Y=
-4
1,7
13

X=-156,114

44

46

45

47

0 1m（1：20）

0 10㎝（1：4）
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ૈཻ化している。遺物はԼ૚中から、土師器ുย（44）や須恵器高ഋの٭෦（47）が出土している。古墳時

代中期とࢥΘΕる。

〔མͪࠐΈ〕（ਤ15）　調査区શ域で、ややࢄ発తに土坑ঢ়の落ち込みを検出した。いͣΕ΋௚ܘ 2 ̼

前後のෆఆܗなԁܗの落ち込みで、ਂ͞は 0.6 ̼前後をଌる。埋土と掘ܗの૚քはややෆ໌ྎで、埋土

中に൓సが認ΊらΕることから、౗໦ࠟないしは、土坑ঢ়มܗのҰ種と考えらΕる。

調査区の西ଆを中৺に溝を検出した。෯　（ਤ15　ਤ൛15）〔ߔ〕 2 ̼をଌるෆఆܗな΋ののほか、෯

0.4 ̼をଌる΋のがあり、前者はࣗવのଯ積、後者は人ҝに掘͞࡟Εた΋のであるՄೳੑがある。

�ɽୈ �໘（ਤ15　ਤ൛17）

　第 9 ૚の土৕૚上面を第 3 面として調査した。遺構面の地ܗはى෬に෋Μでいるが、૬ରతに西ଆが

高く、東ଆが௿い。主な遺構としては流路を検出した。

〔ྲྀ࿏〕（ਤ15・22　ਤ൛18）　南北ํ޲の流路を 3 ৚検出した。いͣΕ΋、ຊମ޻事の掘ਂ࡟度に規

੍͞Ε、東୺の流路をআいて׬掘できていない。いͣΕ΋ࣼ行ϥϛφがݦ著に認ΊらΕ、上ํཻࡉ化す

る水成૚にΑͬてॆర͞Εている。 3 ৚の流路のうち、中ԝの流路からは縄文土器のՄೳੑがある土器

ยを確認したが、ࡉยのたΊ、時期は໌らかでない。

〔֤૚ग़౔Ҩ෺〕（ਤ23　ਤ൛21）　第 2 ～ 3 ૚と第 7 ̰૚からは、ͦΕͧΕ土器がগྔ出土したが、

第 7 ̰૚から出土した土器は、いͣΕ΋ࡉยで、ਤ化しಘなかͬた。

　ここでは、第 2 ～ 3 ૚から出土した土器を͛ܝる。48は瓦質Ӌזのޱԑ෦ഁยである。49・50は須恵

T.P.+9.7ｍ

T.
P.
+9
.7
ｍ

2
2

3
1

2
2

3
1

2
1

1

１　灰黄褐　10YR4/2　砂質シルト　淘汰良い　第８・９層ブロック多量含む（柱痕）
２　灰黄　2.5Y6/2　細砂～中砂　第８・９層ブロック多量含む
３　にぶい黄　2.5Y6/3　砂質シルト　第８・９層ブロック多量含む

Y=-41,691

Y=-41,690

X=-156,11
5

X=-156,11
4

118柱穴

119柱穴 121柱穴

120柱穴

掘立柱建物１

0 1m（1：20）
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器፻Ͷുで、後者はยޱである。こΕらは��ੈޙل൒ʙ��ੈل୅ͷॴ࢈ͱࢥΘΕΔɻ

ɹ��͸ਢثܙͷ からظ୅த࣌෿ݹԑ෦ഁยͰ͋Δɻ͜Εら͸ɺޱᙈͷثܙԑ෦ഁยͰ͋Δɻ��͸ਢޱ

ΘΕΔɻࢥにଐ͢ͱظޙ

ɹ��͸খܕͷ౔ثࢣᆵͷମ෦্൒ͷഁยͰ͋Δɻ53は土師器高ഋの٭柱෦ഁยである。こΕらは、古墳

時代前期にଐすと考えらΕる。

T.P.+9.5ｍ

T.P.+9.5ｍ

T.P.+9.5ｍ

T.P.+9.7ｍ

T.P.+9.5ｍ

T.P.+9.7ｍ

T.P.+9.5ｍ

T.P.+9.7ｍ

T.P.+9.7ｍ

T.P.+9.6ｍ

T.P.+9.7ｍ

T.P.+9.5ｍ

T.P.+9.7ｍ

W Ｅ

W Ｅ

SW NE

SW NE

Ｎ Ｓ

Ｎ Ｓ

W Ｅ

W Ｅ

W Ｅ

W Ｅ

W Ｅ

Ｎ Ｓ

Ｎ Ｓ

102溝

106溝

108溝

127溝

109溝

112溝

107溝

115溝

134溝

133溝109溝

113土坑

104落ち込み

128落ち込み 129溝

1

1

1

3

2 3

2

1

2

1
2

1

2

1
2

1

2

1

3
2

4

1

第７ｅ層

第８層

第７ｅ層

第８層

第７ｅ層

第８層

第７ａ層

第７ｅ層

3
2

4

2
3

41

2
2

3 4 5 6
1

2
3

1

１　灰黄褐　10YR4/2　砂質シルト
２　灰黄褐　10YR5/2　砂質シルト　酸化著しい
３　黄褐　10YR5/6　粘質シルト　淘汰良い

１　褐灰　10YR4/1　砂質シルト　マンガン顕著
２　暗灰黄　2.5Y5/2　中砂～粗砂　第８層ブロック側方に含む

１　褐灰　10YR5/1　極細砂
　粗砂少量含む
２　褐灰　10YR4/1　砂質シルト
　側方第８層ブロック多量含む

１　褐灰　10YR6/1　砂質シルト
　南側方第８層ブロック少量含む
２　褐灰　10YR6/1　砂質シルト
　淘汰良い　第８層ブロック多量含む

１　灰黄褐　10YR5/2　細砂
２　灰黄褐　10YR4/2　砂質シルト～極細砂

１　灰黄褐　10YR4/2　粗砂　淘汰悪い
　最下部第８層ブロック多量含む
　土器片少量含む

１　褐灰　10YR4/1　細砂　淘汰良い　マンガン顕著
２　灰黄褐　10YR4/2　中砂　粗砂少量含む
　下部付近第８層ブロック少量含む

１　灰黄褐　10YR5/2　細砂
　淘汰良い　マンガン顕著

１　黄灰　2.5Y5/1　粘質シルト　粗砂少量含む
２　黒褐　2.5Y3/1　粘質シルト　淘汰良い
３　灰　5Y5/1　砂質シルト　淘汰良い
４　灰黄褐　10YR4/2　極細砂　粗砂～極粗砂少量含む

１　灰　5Y6/1　中砂　細砂～中砂　下部中心に第８層ブロック多量含む
２　黄灰　2.5Y5/1　極細砂　粗砂～極粗砂多量含む
３　黄灰　2.5Y6/1　砂質シルト　下部第８層ブロック多量含む
４　褐灰　10YR4/1　砂質シルト　側方中心に粗砂～極粗砂多量含む
　下部中心に第８層ブロック多量含む

１　黒褐　10YR2/2　極細砂　淘汰良い　側方中心に第８層ブロック多量含む
２　褐灰　10YR5/1　砂質シルト　第８～10層ブロック多量含む
３　褐灰　10YR4/1　極細砂　粗砂～極粗砂を少量含む　第10層ブロック含む
４　褐灰　10YR6/1　細砂　側方中心に極粗砂～細礫少量含む
５　暗灰黄　2.5Y5/2　細礫　淘汰悪い　上方中心に第８層ブロック多量含む
６　灰黄褐　10YR4/2　粘質シルト　下半中心に第10層ブロック含む

１　褐灰　10YR6/1　粘質シルト　淘汰良い　第８層ブロック多量含む
２　褐灰　10YR5/1　砂質シルト　淘汰良い　下半第８層ブロック多量含む
３　褐灰　10YR6/1　粘質シルト　淘汰良い　東下半第８層ブロック多量含む

１　黄灰　2.5Y6/1　極細砂　粗砂～極粗砂少量含む
２　黒褐　10YR3/2　粘質シルト　淘汰良い

３　褐灰　10YR6/1　砂質シルト　最下部細砂主体のラミナ有り
４　暗灰黄　2.5Y5/2　砂質シルト　淘汰良い

0 2m（1：40）
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　ຊ調査区は、東西ํ޲にࡉ௕い調査区であͬたたΊに、遺構のશ༰を೺Ѳすることがࠔ೉な৔߹がଟ

かͬた。ͦうした中、第 2 面で古墳時代後期建物のՄೳੑのある柱穴を確認したことで、ॅډ域が遺跡

の南୺であるຊ調査区周辺に΋ల։することが໌らかとなͬた఺で、大きな成果をಘたとݴえる。

　ຊ調査は๯಄に΋ड़΂たΑうに、ॾ৚݅にΑりະ調査となͬていた地఺をର৅としているたΊ、いͣ

Εの調査区΋面積はݶఆతであͬた。しかしながら、֤調査では、طԟの調査の成果を௥認する಺༰な

がら΋、֤時期の遺構・遺物の検出にΑりଟくの知見を加えることができた。

48

51 52
53

50

49

54

T.P.+9.5ｍ

T.P.+9.6ｍ

T.P.+9.4ｍ

W Ｅ

W Ｅ

W Ｅ

142流路

141流路

139流路

1

3

2

1

2

1
2

4
5

3
4

5

１　黄褐　2.5Y5/4　粗砂～極粗砂
　上半酸化著しい　斜行ラミナ顕著
２　暗灰黄　2.5Y4/2　極粗砂～細礫
　東側方中砂～粗砂まで細粒化　斜行ラミナ顕著

１　灰黄　2.5Y6/2　細砂～極細砂
２　にぶい黄褐　10YR5/4　粗砂～極粗砂
３　にぶい黄褐　10YR5/3　粗砂～極粗砂
　斜行ラミナ顕著
４　灰　10Y5/1　粘質シルト　淘汰良い
５　灰　10Y4/1　粘質シルト　植物遺体ラミナ有

１　褐　10YR4/4　粗砂～極粗砂　淘汰悪い　東半細粒化し細砂～中砂に側方変化　ラミナ不明瞭
２　にぶい黄褐　10YR6/4　粗砂～極粗砂　東側方粘質シルトまで細粒化　斜行ラミナ顕著
３　にぶい黄橙　10YR6/3　中砂　淘汰良い　ラミナ不明瞭
４　褐灰　10YR6/1　粗砂～極粗砂　東半細粒化し極細砂～細砂に側方変化　ラミナ不明瞭
５　褐灰　10YR6/1　極細砂～細砂　粗砂少量含む　ラミナ不明瞭

0 4m（1：80）

0 5m（1：100）

図22　２区　ୈ３໘　֤遺構　அ໘図
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ୈᶛষ　૯　ׅ

　今ճの発掘調査は、2004年度Αり実施した調査の成果を௥認する಺༰となͬた。

　ͦこで、ຊষでは発掘調査にΑͬてಘらΕたこΕらの成果をجに、遺跡の主要成果を֤時代を௨じて

。することで૯ׅし、ຊ書の·とΊとしたい؍֓

　なお、౰遺跡のݸʑの主要な成果については、ץطの報告書であるʰ三宅西遺跡ʱ上において、ݸ別

のৄࡉな૯ׅが行ΘΕているたΊ、ここでは、あく·で΋遺跡શମの֓؍を行うにとͲΊる。

ୈ �અ　Ҩ੻ͷߏ଄มભ

〔中世～近世〕（ਤ24）

　第 1 面（第 3 ૚Լ面）で検出できる遺構・遺物のҰ෦が૬౰する。いͣΕの調査区で΋、ほぼશ域で耕

作溝を確認でき、ݱ代·で連綿と続く耕作地としての؍ܠが෮ݩできる。ݱ今井戸川とҐஔ・流޲を同

じくする09－ 2 －1 区23水路の埋土からは、ࡉยながら13世紀代と考えらΕる瓦器࿶が出土したことか

ら、ח૔時代Ҏ後にはװجとなる水路が整備͞Ε、灌漑༻水路としての機ೳを果たしていたՄೳੑが高

い。こΕらのװج水路は、出௕஑の整備と今井戸川の整備を経て、Ҏ後近代にࢸる·で周辺耕作域のऔ

水ݯとして׆༻͞Εていた。

〔古代〕（ਤ25）

　第 2 面（第 7 ૚Լ面）で検出できる遺構・遺物のҰ෦が૬౰する。遺構ີ度はগないが、調査ൣғの東

൒を中৺に南－北΁流Εる流路を検出した。

〔古墳時代〕（ਤ25）

　第 2 面（第 7 ૚Լ面）が૬౰する。主要な検出遺構としては、前期後൒～中期にかけての流路のほか、

前期の掘立柱建物・୦穴遺構・井戸・土坑なͲから構成͞Εるॅډ域とがある。

　このうち前者は、南東－北西ํ޲を޲く流路（ʰ三宅西遺跡ʱ所収ɿ3009流路・ʰ஑಺遺跡ʱ所収ɿ

8 溝・ຊ書所収ɿ 100 溝）が主要な遺構として͛ڍらΕる。この溝からは、埋土のԼ૚を中৺に古墳時

大型の
落ち込み
と基幹水路

基幹水路

１区
２区
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代前期後൒～中期の土器がଟく出土した。この流路からは、ඦܥࡁの陶質土器΋出土している。この溝

は、ن໛΋େき͘ɺ௚ઢతな΋ͷͰ͋Δ͜ͱからɺਓҝͷ΋ͷͷՄೳੑ΋͋Δɻ遺跡ൣғの北西୺に૬

౰する 1 区では、水੍と考えらΕる施設が設けらΕており、水རに༻いらΕたと考えらΕる。

　後者は、෼෍域が調査区にࢄ在しており、໌ྎな区画を༗͞ないが、地ܗにԊͬた࣠で掘立柱建物を

഑ஔしている。このほか、ৄࡉは໌らかでない΋のの、規模の小͞な土坑ঢ়の掘込みが連続するʮ೾൘

ঢ়遺構ʯを検出している。ߗ化面のଘ在がෆ໌ྎであるたΊ、ࠜڌが๡しい面は൱Ίないが、道路の路

চ෦の施設のՄೳੑがࢦఠ͞Εている。

〔弥生時代〕（ਤ25）

　第 2 面ʤ第 7（F）૚Լ面ʥで検出できる遺構・遺物が૬౰する。遺構・遺物の෼෍は調査区の東ଆに

集中している。主な検出遺構としては、中期前༿にؼଐする୦穴建物・掘立柱建物から構成͞Εるॅډ

域を検出している。ॅډ域の෼෍は東ଆで流路、西ଆで地ܗのࣼ܏を境にೱ୶のҧいが認ΊらΕ、֓Ͷ

東西で約 100 ̼の規模でల։していたと考えらΕる。·た、ॅډ域の西ଆでは、ํܗ周溝ุからなるุ

居住域
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域΋検出できている。なおɺ୦݀ݐ෺から͸ɺଟ਺ͷαψΧΠτ੡ͷ੡඼ɾണยɾੴ֩ͱͱ΋に᛽ੴث

౳͕ग़౔しͯおΓɺੴث੡࡞ͷ࣮ଶΛ໌らかに͢Δ্Ͱɺॏཁな஌ݟΛՃ͑Δ͜ͱ͕Ͱきͨɻ

　なお、୦穴建物のݸʑの෼ੳ、出土土器からみた集落構଄のมભについては、طԟの成果の森井ࢯの

૯ׅにৄड़͞Εている（大文セ2009）たΊ、ここではड़΂ない。

〔縄文時代〕（ਤ26）

　第 3 面（第 9 ૚上面）で検出できる遺構・遺物が૬౰する。主な検出遺構としては、流路・土坑・౗໦

ࠟঢ়の落ち込み౳がある。流路はऄ行して南から北΁と流Εる大規模な΋のである。ຊ面にؼଐする流

路を࠷後に、൙ཞମ積はҰఆ落ちணいた༷૬をみせ、こΕらの流路にΑͬてӡൖ͞Εた水成ଯ積物は、

Ҏ後のجຊతな地ܗをܗ成している。流路からは縄文時代後期中༿のྑ޷な土器܈を検出している。

　Ҏ上のΑうに、三宅西遺跡の調査成果から、遺構・遺物の෼෍を整ཧし、遺跡の಺༰を֓؍した。今

ճの調査成果は、発掘調査݅数がগなく、ैདྷ༷૬が໌らかでなかͬたຊ地域において、ଟくのࢿྉを

஝積することがことができたという఺で΋ۃΊてҙٛਂい಺༰であͬた。主要な成果にରして積み࢒し

た事ฑ΋ଟいが、今後の周辺のߋなるσータの஝積にΑͬて໌らかに͞Εる΋のと考える。　
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１．３区　基本層序

　（北西から）

２．４区　基本層序

　（北西から）

３．５区　基本層序

　（北西から）

図版１　３～５区　遺構



１．３区　第１面　全景

　（南東から）

２．４区　第１面　全景

　（南東から）

図版２　３～５区　遺構



１．３区　第１面

　１土坑　断面（東から）

２．５区　第１面

　23水路（北西から）

３．５区　第１面

　23水路　断面（西から）

図版３　３～５区　遺構



１．３区　第２面　全景

　（南東から）

２．４区　第２面　全景

　（南東から）

図版４　３～５区　遺構



５．３区　第２面　５土坑　断面（南東から） ６．３区　第２面　５土坑　遺物検出状況（東から）

７．３区　第２面　４土坑（南から） ８．３区　第２面　４土坑　断面（南から）

１．３区　第２面　３流路　断面（南西から） ２．３区　第２面　３流路　遺物検出状況（西から）

３．３区　第２面　３流路　遺物検出状況（東から） ４．４区　第２面　15溝　断面（西から）

図版５　３～５区　遺構



１．３区　第３面　全景

　（南東から）

２．４区　第３面　全景

　（南東から）

３．３区　第３面　７溝

　断面（北から）

図版６　３～５区　遺構



１．３区　第４面　全景

　（南東から）

２．４区　第４面　全景

　（南東から）

図版７　３～５区　遺構



１．４区　第４面　17土坑

　断面（南東から）

２．３区　第４面　13土坑

　断面（南東から）

３．３区　第５面　10溝

　断面（東から）

図版８　３～５区　遺構



１．第１面　全景

　（南から）

２．基本層序

　（北西から）

図版９　１区　遺構



１．西側　基本層序

　（南西から）

２．中央部　基本層序

　（南から）

３．東側　基本層序

　（南から）

図版 10　２区　遺構



１．西半部　第１面　全景

　（西から）

２．東半部　第１面　全景

　（南西から）

図版 11　２区　遺構



６．第１面　49土坑　断面（南から）５．第１面　51土坑　断面（南から）

７．第１面　43土坑　断面（南から） ８．第１面　84土坑　断面（南から）

２．第１面　69井戸　断面（南から）１．第１面　101 落ち込み　断面（南から）

３．第１面　42土坑　断面（南から） ４．第１面　48土坑　断面（南から）

図版 12　２区　遺構



１．西半部　第２面　全景

　（西から）

２．東半部　第２面　全景

　（南西から）

図版 13　２区　遺構



３．掘立柱建物１　119 柱穴　断面（西から）２．掘立柱建物１　118 柱穴　断面（西から）

４．掘立柱建物１　120 柱穴　断面（東から） ５．掘立柱建物１　121 柱穴　断面（西から）

１．第２面　掘立柱建物１（西から）

図版 14　２区　遺構



６．第２面　109 溝　断面（南西から）５．第２面　108 溝　断面（南東から）

７．第２面　102 溝　断面（南から） ８．第２面　106 溝　断面（南から）

２．第１・２面　100 溝　遺物検出状況（東から）１．第１・２面　100 溝　断面（南東から）

３．第２面　110 溝　断面（南東から） ４．第２面　110 溝　遺物検出状況（南から）

図版 15　２区　遺構



１．第２面　117 土坑

　断面（南西から）

２．第２面　117 土坑

　遺物検出状況（西から）

３．第２面　104 土坑

　断面（西から）

図版 16　２区　遺構



１．西半部　第３面　全景

　（西から）

２．東半部　第３面　全景

　（南西から）

図版 17　２区　遺構



１．第３面　139 流路

　断面（南から）

２．第３面　141 流路

　断面（南東から）

３．第３面　142 流路

　断面（南西から）

図版 18　２区　遺構



1．3 ～ 5 区　第 2 面　3 流路　出土遺物（1）

2．3 ～ 5 区　第 2 面　3 流路　出土遺物（2）
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図版 19　遺物



3 ～ 5 区　第 2 面　3 流路
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3 ～ 5 区　第 3 面　7 溝
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図版 20　遺物
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市町村
遺跡
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( ㎡ )
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みやけにしいせき

宅西遺跡
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2009.07.15 ～ 2009.08.25・

09.02・09.11

340 ㎡

都市計画道路

大和川線外建設

（阪神高速道路

大和川線）

北緯
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（09 －２調査１区）

2009.10.09 ～ 2009.10.23
105 ㎡
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東経

135° 54′ 50″

（09 －２調査２区）

2010.01.13 ～ 2010.03.01
702 ㎡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三宅西遺跡
集落・

生産

中世～
近世

水路・溝・耕作溝・土
坑・落ち込み

瓦器・瓦質土器・土師
器・陶磁器

坪境の水路に接続する
落ち込みを検出。

古代 流路 土師器・須恵器
古墳時代
前～中期

溝・掘立柱建物・
土坑・溝 土師器・須恵器

弥生時代
後期

溝・土坑・小穴・
落ち込み 弥生土器

縄文時代 流路 縄文土器

要　約

　縄文時代～中世にかけて連綿と続く遺構面を検出した。
　特に古墳時代の遺構面では、前期～中期にかけての遺構・遺物を確認することができ
た。2004年度から実施した三宅西遺跡の調査成果と併せて考えると、古墳時代集落の領
域を考える上で重要な成果である。
　今井戸川に併走する調査区では、今井戸川とほぼ同じ規模の水路を確認しており、埋
土中から13世紀代の遺物を検出していることから、周辺地域の灌漑施設の整備の時期に
ついて重要な知見を加えることができた。
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